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発熱外来 受診の流れ
発熱・せきなどの症状が出たら
（風邪かな？と思ったら）

町立診療所（☎82－２１０１）
または かかりつけ医 に 電話
※状況確認と受診予約を行います。

　北海道新型コロナウイルス感染
症健康相談センターは終了しまし
た。お近くの医療機関へ受診願い
ます。

<<<相談先>>>

新型コロナウイルス感染症電話相
談窓口（☎0120-565-653午前9時
～午後9時）

または
上川保健所

（☎0166-46-5979土日祝除く）
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【
講
評
】

　

第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会

は
、
今
年
２
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
。

今
年
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
の
は
、
国

内
作
家
賞
57
名
、
新
人
作
家
賞
64
名
、

特
別
作
家
賞
24
名
、
飛
彈
野
数
右
衛

門
賞
51
名
、
海
外
作
家
賞
13
名
。

　

国
内
作
家
賞
は
、
沖
縄
を
拠
点
に

精
力
的
な
制
作
活
動
を
続
け
る
石
川

真
生
氏
に
決
定
し
た
。
初
期
か
ら
の

主
要
な
作
品
を
は
じ
め
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
『
大
琉
球
写
真
絵
巻
』
シ
リ
ー
ズ

の
新
作
を
中
心
に
展
示
さ
れ
た
東
京

オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ 

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
の
展
覧
会
は
、
被
写
体
と
の
信

頼
関
係
を
育
み
つ
つ
展
開
さ
れ
る
創

作
写
真
の
独
創
性
を
照
ら
し
出
す
も

の
で
も
あ
っ
た
。
初
期
か
ら
現
在
に

い
た
る
ま
で
、
石
川
氏
の
写
真
表
現

に
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
展
覧
会
タ

イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
私
に
何

が
で
き
る
か
」
と
い
う
明
確
な
問
い

で
あ
る
。
こ
う
し
た
独
創
性
と
一
貫

性
の
稀
有
（
け
う
）
な
在
り
よ
う
が

大
き
く
評
価
さ
れ
た
。

　

新
人
作
家
賞
は
、
金
川
晋
吾
、
菅

実
花
、
鈴
木
の
ぞ
み
、
田
口
和
奈
、

西
野
壮
平
、
吉
田
志
穂
の
各
氏
に
絞

り
込
ま
れ
た
後
、
最
終
段
階
で
金
川

晋
吾
、
菅
実
花
、
西
野
壮
平
の
各
氏

が
残
り
、
最
終
的
に
金
川
晋
吾
氏
が

選
ば
れ
た
。
失
踪
を
繰
り
返
す
父
親

や
20
年
以
上
消
息
不
明
だ
っ
た
伯
母

と
、
写
真
や
文
章
で
細
や
か
に
関
わ

っ
て
い
く
金
川
氏
の
作
品
は
、
従
来

的
な
見
る
／
見
ら
れ
る
関
係
、
撮
る

／
撮
ら
れ
る
関
係
を
静
か
に
揺
さ
ぶ

る
も
の
で
も
あ
る
。
い
っ
そ
う
深
み

を
増
し
つ
つ
あ
る
そ
の
問
い
か
け
と
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
写
真
表
現
の
新

た
な
可
能
性
が
決
め
手
と
な
っ
た
と

い
え
よ
う
。

　

特
別
作
家
賞
に
は
、
北
海
道
１
０

１
集
団
撮
影
行
動
が
選
ば
れ
た
。
北

海
道
１
０
１
集
団
撮
影
行
動
と
は
、

全
日
本
学
生
写
真
連
盟
が
１
９
６
８

（
昭
和
43
）
年
か
ら
77
年
の
間
に
行

っ
た
、
の
べ
６
０
０
人
以
上
と
も
い

わ
れ
る
大
学
生
た
ち
が
参
加
し
た
匿

名
的
な
活
動
で
あ
る
。
写
真
集
に
も

展
覧
会
に
も
ま
と
ま
ら
ず
未
完
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
た
が
、
近
年
、
写
真

や
資
料
の
収
集
、
保
管
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ

た
。
特
別
作
家
賞
の
規
定
に
は
「
北

海
道
在
住
ま
た
は
出
身
の
作
家
、
も

し
く
は
、
北
海
道
を
テ
ー
マ
・
被
写

体
と
し
た
作
品
を
撮
っ
た
作
家
」
と

あ
る
。
こ
こ
で
自
明
と
な
っ
て
い
る

作
家
と
は
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な

存
在
な
の
か
。
北
海
道
１
０
１
集
団

撮
影
行
動
の
受
賞
は
、
半
世
紀
を
隔

て
、
こ
の
問
い
を
現
在
に
投
げ
か
け

る
こ
と
に
も
な
る
に
違
い
な
い
。

　

飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
は
、
北
井
一

夫
氏
に
決
定
し
た
。
村
や
町
な
ど
普

通
の
人
々
の
暮
ら
し
と
日
常
の
風
景

を
撮
り
続
け
て
き
た
北
井
氏
の
展
開

は
、
「
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
人
・

自
然
・
文
化
な
ど
を
撮
り
続
け
」
た

仕
事
を
対
象
と
し
た
同
賞
の
規
定
に

ぴ
っ
た
り
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
か
ら
１
９

８
７
（
同
62
）
年
に
か
け
て
撮
影
さ

れ
た
『
フ
ナ
バ
シ
ス
ト
ー
リ
ー
』

の
、
撮
影
さ
れ
た
地
で
あ
る
船
橋
市

で
の
展
示
は
、
北
井
氏
の
写
真
が
か

け
が
え
の
な
い
船
橋
市
民
の
記
録
と

記
憶
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ

れ
は
同
賞
の
も
う
ひ
と
つ
の
規
定
、

「
地
域
に
対
す
る
貢
献
」
を
示
し
て

あ
ま
り
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

海
外
作
家
賞
は
、
菊
田
樹
子
氏
の

調
査
に
基
づ
い
た
丁
寧
な
説
明
を
踏

ま
え
た
う
え
で
審
査
に
移
り
、
対
象

国
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
、
ヴ
ァ
サ
ン

タ
・
ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン
氏
が
選
ば
れ
た
。

ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン
氏
は
、
古
代
イ
ン
ド

の
大
長
編
叙
事
詩
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』

を
現
代
的
に
再
話
、
各
章
ご
と
に
１

冊
ず
つ
写
真
集
化
す
る
長
期
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
『A M

yth of Two Souls

』

を
展
開
し
て
い
る
。
写
真
だ
け
で
な

く
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン

ド
の
伝
統
的
な
着
色
、
土
地
固
有
の

イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
織
り
交
ぜ
た
表
現

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
審
査

会
後
に
深
刻
化
し
て
い
っ
た
コ
ロ
ナ

禍
も
一
区
切
り
つ
き
、
よ
う
や
く
例

年
ど
お
り
に
戻
っ
た
今
年
の
審
査
会

は
、
く
し
く
も
40
回
目
の
節
目
と
な

る
審
査
会
と
な
っ
た
。
40
年
と
い
う

年
月
は
歴
史
と
伝
統
と
い
う
言
葉
で

呼
ぶ
に
十
分
な
長
さ
だ
と
思
う
が
、

そ
の
歴
史
と
伝
統
は
、
絶
え
ざ
る
革

新
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で

も
あ
る
。
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
、

東
川
賞
は
ど
う
革
新
し
て
い
く
べ
き

か
。
今
年
の
審
査
に
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
そ
の
よ
う
な
思
い
が
反
映
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
１
９
８
５

（
昭
和
60
）
年
の
「
写
真
の
町
宣
言
」

か
ら
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
の

「
写
真
文
化
首
都
宣
言
」
を
経
て
現

在
に
至
る
ま
で
、
そ
の
趣
旨
に
共
感

し
た
町
の
人
々
の
多
大
な
努
力
と
、

世
界
の
人
々
の
共
感
の
力
に
導
か
れ

な
が
ら
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

て
い
き
た
い
。

　
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会
委
員

　
　
　
　
　
　

上　

野　
　
　

修

第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞 

受
賞
者
決
定
‼

第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞 

受
賞
者
決
定
‼

　

第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞
の
受
賞
作
家
が
決
ま
り
ま
し
た
。
国
内
作
家
賞
は
石
川
真
生
氏
（
沖
縄
県
在
住
）
、
新
人
作
家
賞
は
金
川
晋
吾
氏

（
東
京
都
在
住
）
、
特
別
作
家
賞
は
北
海
道
１
０
１
集
団
撮
影
行
動
、
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
は
北
井
一
夫
氏
（
千
葉
県
在
住
）
、
海
外
作
家
賞

は
ヴ
ァ
サ
ン
タ
・
ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン
氏
（
フ
ラ
ン
ス
・
マ
ル
セ
イ
ユ
在
住
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
８
月
３
日
㈯
に
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
同
日
か
ら
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
受
賞
作
家
作
品
展
を
開
催
。
翌
４
日
㈰
に
は
同
所
で
受

賞
作
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
予
定
で
す
。
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第40回写真の町東川賞
【 
受 
賞 
者 

紹 

介 

】

〈
国
内
作
家
賞
〉

石
川 

真
生 
氏

〈
受
賞
理
由
〉

展
覧
会
「
石
川
真
生 

―

私
に
何
が

で
き
る
か―

」
（
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ

ィ 

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／2023

）

に
対
し
て

　

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
、
沖
縄

県
大
宜
味
村
生
ま
れ
。
１
９
７
０
年

代
か
ら
写
真
を
は
じ
め
、
１
９
７
４

（
同
49
）
年
、W

ORKSHOP

写
真

学
校
東
松
照
明
教
室
で
写
真
を
学
ぶ
。

以
降
、
沖
縄
を
拠
点
に
制
作
活
動
を

行
い
、
沖
縄
を
め
ぐ
る
人
物
を
中
心

に
人
々
に
密
着
し
た
作
品
を
制
作
し

て
い
る
。
90
年
代
ま
で
の
主
な
写
真

展
に
、
１
９
７
７
（
同
52
）
年
「
金

武
の
女
た
ち
」
（
ミ
ノ
ル
タ
フ
ォ
ト

ス
ペ
ー
ス
／
東
京
）
、
１
９
８
９

（
平
成
元
）
年
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
、

１
９
９
０
（
同
２
）
年
「
港
町
エ
レ

ジ
ー
」
（
い
ず
れ
も
那
覇
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
／
沖
縄
）
、
１
９
９
１
（
同

３
）
年
「
仲
田
幸
子
一
行
物
語
」

（
り
う
ぼ
う
ホ
ー
ル
／
沖
縄
）
。
２

０
０
０
年
代
に
は
国
内
外
の
企
画
展

に
参
加
。
主
な
も
の
に
２
０
０
３

（
同
15
）
年
「KEEP IN TOUCH: 

PO
SITIO

NS IN JA
PA
NESE 

PHOTOGRAPHY

」
（
グ
ラ
ー
ツ
市

美
術
館
／
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
、
２
０

０
４
（
同
16
）
年
「
ノ
ン
セ
ク
ト
・

ラ
デ
ィ
カ
ル 

現
代
の
写
真
Ⅲ
」

（
横
浜
美
術
館
／
神
奈
川
）
、
同
年

「
永
続
す
る
瞬
間 ―

 

沖
縄
と
韓
国 

内
な
る
光
景
」
（M

oM
A PS1

／
ア

メ
リ
カ
）
、
２
０
０
８
（
同
20
）
年

「
沖
縄
プ
リ
ズ
ム 

1872-2008

」

（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
／
東
京
）

が
あ
る
。

　

２
０
１
１
（
同
23
）
年
、
『FEN-

CES, OKINAW
A

』
で
、
さ
が
み
は

ら
写
真
賞
を
受
賞
。
２
０
１
４
（
同

26
）
年
に
写
真
展
「
大
琉
球
写
真
絵

巻
パ
ー
ト
１
」
（
那
覇
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
）
を
開
催
以
降
、
毎
年
、
本
シ

リ
ー
ズ
の
制
作
発
表
を
続
け
て
い
る
。

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
、
日
本
写

真
家
協
会
賞
作
家
賞
を
受
賞
。
そ
の

後
も
精
力
的
に
活
動
を
展
開
し
、
２

０
２
１
（
同
３
）
年
、
「
石
川
真
生

展
：
醜
く
も
美
し
い
人
の
一
生
、
私

は
人
間
が
好
き
だ
。
」
（
沖
縄
県
立

博
物
館
・
美
術
館
／
沖
縄
）
、
２
０

２
３
（
同
５
）
年
「
石
川
真
生―

私

に
何
が
で
き
る
か―

」
（
東
京
オ
ペ

ラ
シ
テ
ィ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
東

京
）
を
開
催
。
２
０
２
４
（
同
６
）

年
、
第
74
回
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大

臣
賞
、
第
43
回
土
門
拳
賞
を
受
賞
。

釜
山
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ2024

（
韓
国
）
、

「
ラ
イ
フ
２ 

す
べ
て
は
君
の
未
来
」

（
熊
本
市
現
代
美
術
館
／
熊
本
）
に

参
加
予
定
。

　

主
な
作
品
に
、「
金
武
の
女
た
ち
」

（1977

）、「
熱
き
日
々 in 

キ
ャ
ン
プ

ハ
ン
セ
ン!!

」（1982

）、「LIFE IN 
PHILLY

」（1987

）、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」

（1989

）、「
港
町
エ
レ
ジ
ー
」（1990

）、

「
仲
田
幸
子
一
行
物
語
」（1991

）、「
沖

縄
の
自
衛
隊
」（1995

）、「
沖
縄
の
米

軍
」（1996

）、「
沖
縄
海
上
ヘ
リ
基
地
」

（1998

）、「
日
の
丸
を
視
る
目
」

（1999

）、「
大
琉
球
写
真
絵
巻
パ
ー
ト

１
〜
10
」（2014-2023

）
が
あ
る
。現

在
も
国
内
外
で
広
く
写
真
を
発
表
し
、

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
の
ほ
か
、

東
京
都
写
真
美
術
館
、
福
岡
ア
ジ
ア

美
術
館
、横
浜
美
術
館
、国
立
国
際
美

術
館
、ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
美
術
館（
ア
メ

リ
カ
）、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

（
ア
メ
リ
カ
）な
ど
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
多
数
収
蔵
さ
れ
て

い
る
。

〈
作
家
の
言
葉
〉　

　

第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞
を
授
与

さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
50
年
余
り
の
間
、
沖
縄

を
拠
点
に
し
て
、
沖
縄
を
と
り
続
け

て
き
た
私
に
と
っ
て
は
励
み
に
な
る

賞
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
沖
縄
を
と
り

続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
新
人
作
家
賞
〉

金
川 

晋
吾 

氏

〈
受
賞
理
由
〉

写
真
集
『
長
い
間
』
（
ナ
ナ
ル
イ
／

2023

）
、
写
文
集
『
い
な
く
な
っ
て

い
な
い
父
』
（
晶
文
社
／2023

）
に

対
し
て

　

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
京
都
府

生
ま
れ
。
大
学
在
学
中
に
イ
ン
タ
ー

メ
デ
ィ
ウ
ム
研
究
所
に
通
い
、
写
真

家
の
鈴
木
理
策
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
受
け
る
。
写
真
を
撮
り
始
め
た
こ

ろ
は
、
写
真
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
切

断
」
の
機
能
、
い
わ
ば
「
よ
く
わ
か

ら
な
く
す
る
」
写
真
の
あ
り
よ
う
に

ひ
か
れ
、
対
象
や
テ
ー
マ
な
ど
は
設

定
せ
ず
に
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
撮
る
。

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
入
学
し

た
大
学
を
２
年
休
学
し
６
年
目
の
２

０
０
６
（
同
18
）
年
に
写
真
「
ひ
と

つ
ぼ
」
展
に
入
選
。
就
職
活
動
は
や

っ
た
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
で
、

コ
ン
ペ
入
選
を
な
ん
と
な
く
の
言
い

訳
に
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
り
、
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
な
が
ら
写
真
を
撮
る
よ
う

に
な
る
。
だ
が
、
次
第
に
自
分
の
写

真
が
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
、
こ
れ
ま
で
の
い
わ
ば
「
無
意

味
」
を
志
向
す
る
よ
う
な
方
向
性
で

は
続
け
ら
れ
な
く
な
る
。
将
来
へ
の

不
安
に
駆
ら
れ
胃
腸
も
悪
く
す
る
。

環
境
を
変
え
よ
う
と
２
０
０
８
（
同

20
）
年
東
京
藝
術
大
学
の
大
学
院
を

受
験
し
、
進
学
で
き
る
こ
と
に
。
た

だ
、
そ
れ
で
も
何
を
撮
れ
ば
い
い
の

▲沖縄芝居―仲田幸子一行物語
　南風原町（津嘉山公民館）、1981年6月

▲沖縄芝居―仲田幸子一行物語
　仲田幸子（1933-）劇団でいご座座長。三枚目が当
　たり役、1978年頃
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第40回写真の町東川賞
か
わ
か
ら
ず
に
迷
走
し
て
い
る
と
き
、

父
が
数
年
ぶ
り
に
い
な
く
な
る
。
父

は
し
ば
ら
く
し
て
戻
っ
て
き
た
が
何

も
せ
ず
に
家
に
い
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
こ
と
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
は
や

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う

と
思
い
、
父
を
撮
り
始
め
る
。
父
と

関
わ
る
な
か
で
起
こ
っ
た
こ
と
や
感

じ
た
こ
と
を
日
記
に
つ
け
る
よ
う
に

な
る
。
父
を
撮
る
こ
と
で
、
写
真
に

は
思
い
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

写
っ
て
く
る
こ
と
を
実
感
し
、
写
真

と
出
会
い
直
す
。
２
０
１
６
（
同

28
）
年
に
青
幻
舎
よ
り
『father

』

刊
行
。
『father

』
と
い
う
作
品
に

よ
っ
て
父
が
「
失
踪
す
る
父
」
と
し

て
固
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
反
動

と
し
て
、
失
踪
ば
か
り
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
父
の
こ
と
や
自
分
の
こ

と
、
写
真
の
こ
と
に
つ
い
て
書
い
た

『
い
な
く
な
っ
て
い
な
い
父
』
を
２

０
２
３
（
令
和
５
）
年
晶
文
社
よ
り

刊
行
。
今
で
は
言
葉
を
書
く
こ
と
が

自
身
の
活
動
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
よ
り
病

院
で
暮
ら
し
て
い
る
伯
母
の
身
元
引

受
人
に
な
り
、
た
ま
に
会
い
に
行
っ

て
写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
る
。
２
０

２
０
（
令
和
２
）
年
に
伯
母
が
亡
く

な
る
ま
で
の
写
真
と
日
記
で
構
成
さ

れ
た
『
長
い
間
』
を
２
０
２
３
（
同

５
）
年
ナ
ナ
ル
イ
よ
り
刊
行
。
父
や

伯
母
に
つ
い
て
の
日
記
を
書
く
な
か

で
日
記
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
日
記
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を

お
こ
な
う
よ
う
に
な
る
。

　

現
在
は
、
長
崎
の
平
和
祈
念
像
や

カ
ト
リ
ッ
ク
の
文
化
、
自
身
の
信
仰

等
々
に
つ
い
て
扱
っ
た
『
祈
り
／
長

崎
』
を
制
作
中
で
、
書
肆
九
十
九
よ

り
刊
行
予
定
。
ま
た
、
複
数
人
で
暮

ら
し
て
い
る
自
身
の
生
活
を
撮
影
し

た
作
品
も
制
作
中
で
、
こ
ち
ら
も
出

版
に
向
け
て
編
集
作
業
を
進
め
て
い

る
。

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

こ
の
た
び
は
東
川
写
真
新
人
賞
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
写
真
に
撮
ら
れ
る
こ
と
を
受

け
入
れ
て
く
れ
た
父
と
伯
母
に
深
く

感
謝
し
た
い
で
す
。

　

『father

』
を
出
版
す
る
前
、
話

を
す
る
た
め
に
父
に
会
い
に
行
き
ま

し
た
。
自
分
の
こ
と
が
主
題
と
な
っ

て
い
る
本
が
世
に
出
る
こ
と
に
つ
い

て
、
父
の
気
持
ち
を
聞
い
て
お
き
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

父
は
「
お
前
が
本
に
し
た
い
な
ら

そ
う
し
た
ら
い
い
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
反
応
は
予
想
通
り
だ

っ
た
の
で
す
が
、
私
が
本
当
に
聞
き

た
か
っ
た
の
は
「
私
の
思
い
ど
う
こ

う
は
さ
て
お
き
、
あ
な
た
自
身
は
こ

の
作
品
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
た
だ
、

私
が
い
く
ら
聞
き
方
を
変
え
て
尋
ね

て
も
、
父
の
答
え
は
「
お
前
が
し
た

い
な
ら
し
た
ら
い
い
」
以
上
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

父
は
そ
の
と
き
次
の
よ
う
な
こ
と

も
言
い
ま
し
た
。

「
お
前
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
何
な

の
か
を
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
で
も
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
お
前

が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
ど
う
こ
う
言

い
た
い
と
は
思
わ
な
い
」

　

こ
の
よ
う
な
私
と
父
の
関
係
が
よ

い
も
の
だ
と
言
い
た
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
あ
や
う
さ
を
は

ら
ん
で
い
る
と
も
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
関
係
の
な

か
で
父
が
私
に
自
分
自
身
を
差
し
出

し
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
『fath- 
er

』
の
よ
う
な
作
品
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

写
真
と
い
う
場
に
お
い
て
自
身
の

存
在
を
私
に
差
し
出
し
て
く
れ
た
父

と
伯
母
に
、
今
回
の
受
賞
を
さ
さ
げ

た
い
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
特
別
作
家
賞
〉

北
海
道
１
０
１
集
団
撮
影
行
動

〈
受
賞
理
由
〉

全
日
本
学
生
写
真
連
盟
が
１
９
６
８

（
昭
和
43
）
〜
１
９
７
７
（
同
52
）

年
の
間
に
行
っ
た
北
海
道
に
お
け
る

19
回
の
集
団
撮
影
行
動
に
対
し
て

　

「
北
海
道
１
０
１
集
団
撮
影
行
動
」

の
「
１
０
１
」
と
は
、
１
９
６
９

（
昭
和
44
）
年
を
指
す
。
「
１
８
６

８
（
明
治
元
）
年
か
ら
１
０
１
年
目

の
北
海
道
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
す
る
」

と
し
て
、
当
時
の
全
日
本
学
生
写
真

連
盟
（
略
称
・
全
日
）
が
１
９
６
８

（
昭
和
43
）
年
に
北
海
道
学
生
写
真

連
盟
と
の
連
名
で
全
国
の
大
学
写
真

サ
ー
ク
ル
に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
翌

年
か
ら
撮
影
を
開
始
し
た
。
提
起
し

た
の
は
写
真
評
論
家
の
福
島
辰
夫
で

あ
る
。

　

１
９
６
０
年
代
か
ら
70
年
代
前
半

に
か
け
て
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界

各
地
で
反
戦
運
動
や
学
園
紛
争
が
沸

き
起
こ
っ
た
。
そ
の
中
で
「
写
真
で

何
が
で
き
る
か
？
」
を
自
ら
に
問
う

▲father ,2009▲father ,2009
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第40回写真の町東川賞
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
中
で
「
写
真
で

何
が
で
き
る
か
？
」
を
自
ら
に
問
う

た
学
生
た
ち
に
よ
る
写
真
運
動
を
全

日
が
開
始
し
た
。
「
北
海
道
１
０
１

集
団
撮
影
行
動
」
は
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
開

催
さ
れ
た
「
写
真
１
０
０
年 
日
本

人
に
よ
る
写
真
表
現
の
歴
史
」
展
で

の
、
田
本
研
造
ら
に
よ
る
北
海
道
開

拓
初
期
写
真
群
の
優
れ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
性
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
が

契
機
と
な
り
、
北
海
道
の
現
実
に
写

真
で
、
そ
し
て
集
団
で
向
き
合
お
う

と
し
た
。

　

合
宿
形
式
を
と
り
、
１
９
７
７

（
同
52
）
年
夏
ま
で
の
９
年
間
に
全

道
各
地
で
19
回
の
撮
影
を
行
っ
た
。

全
国
か
ら
延
べ
６
０
０
人
を
超
え
る

学
生
が
参
集
し
、
撮
影
さ
れ
た
写
真

は
膨
大
な
数
に
上
る
。
写
真
集
出
版

を
目
指
す
も
未
完
で
あ
る
。

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

「
北
海
道
１
０
１
集
団
撮
影
行
動
」

の
写
真
は
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
に
東
京
都
写
真
美
術
館
で
開
催
さ

れ
た
「
日
本
写
真
の
１
９
６
８
」
展

に
て
、
同
美
術
館
専
門
調
査
員
で
写

真
史
家
の
金
子
隆
一
氏
（
「
北
海
道

１
０
１
」
初
動
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、

立
正
大
）
が
一
部
を
紹
介
し
て
以
来
、

公
開
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
た
び
出
展
す
る
写
真
は

そ
の
と
き
の
展
示
枚
数
を
は
る
か
に

超
え
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
全
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
の
東
川
賞
受
賞
を
機

に
、
か
つ
て
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、

田
本
研
造
ら
が
遺
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

プ
リ
ン
ト
を
68
年
当
時
、
函
館
市
博

物
館
な
ど
で
丹
念
に
複
写
し
て
い
た

故
澤
田
彰
さ
ん
（
旭
川
市
出
身
、
酪

農
学
園
大
）
の
貴
重
な
フ
ィ
ル
ム
を
、

ご
家
族
の
ご
好
意
に
よ
り
展
示
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
団
で
の
撮
影
行
動
は
１
９
７
７

（
昭
和
52
）
年
で
中
断
し
ま
し
た
が
、

出
版
を
目
指
す
私
た
ち
に
と
っ
て
は

今
も
「
北
海
道
１
０
１
」
は
続
い
て

い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
〉

北
井 

一
夫 

氏

〈
受
賞
理
由
〉

展
覧
会
「
フ
ナ
バ
シ 

ス
ト
ー
リ
ー
」

（
船
橋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／2023

）

に
対
し
て

　

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
、
旧
満

州
鞍
山
（
あ
ん
ざ
ん
）
市
生
ま
れ
。

日
本
大
学
芸
術
学
部
写
真
学
科
中
退
。

　

65
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
潜

水
艦
が
横
須
賀
に
寄
港
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
全
学
連
の
デ
モ
活
動
を
撮

り
下
ろ
し
た
写
真
集
『
抵
抗
』
を
自

費
出
版
す
る
。
69
年
か
ら
、
新
東
京

国
際
空
港
反
対
闘
争
を
記
録
し
た

「
三
里
塚
」
を
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』

に
連
載
。
闘
争
に
身
を
置
く
農
民
た

ち
の
日
々
を
内
側
か
ら
捉
え
た
作
品

は
高
い
評
価
を
獲
得
し
、
72
年
に
第

22
回
日
本
写
真
協
会
新
人
賞
を
受
賞
。

74
年
か
ら
『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』
に

「
村
へ
」
を
連
載
。
同
作
で
76
年
に

第
１
回
木
村
伊
兵
衛
写
真
賞
を
受
賞

し
た
。
81
年
に
大
阪
の
庶
民
生
活
を

取
材
し
た
『
新
世
界
物
語
』
、
89
年

に
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発

展
し
た
千
葉
県
船
橋
市
で
生
活
す
る

人
々
を
文
章
と
写
真
で
つ
づ
っ
た

『
フ
ナ
バ
シ 

ス
ト
ー
リ
ー
』
を
刊

行
。
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
は
、

東
京
都
写
真
美
術
館
で
回
顧
展
「
い

つ
か
見
た
風
景
」
が
開
催
さ
れ
た
。

２
０
１
３
（
同
25
）
年
に
60
年
代
か

ら
の
制
作
活
動
に
対
し
て
日
本
写
真

協
会
賞
作
家
賞
を
、
２
０
１
７
（
同

29
）
年
に
はParis 
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を
受
賞
し

た
。

　

主
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
、
船
橋
市
役
所
（
船
橋
市
）
、

東
京
都
写
真
美
術
館
（
東
京
）
、
宮

城
県
立
美
術
館
（
仙
台
）
、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
（
東
京
）
、
シ
カ
ゴ

美
術
館
（
ア
メ
リ
カ
）
、
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
美
術
館
（
ア
メ
リ
カ
）
、Pier 

24 Photography

（
ア
メ
リ
カ
）
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
近
代
美
術
館

（
ア
メ
リ
カ
）
、JPM

organ Chase 
Art Collection

な
ど
。

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

写
真
を
撮
り
は
じ
め
て
か
ら
も
う

60
年
に
な
る
。
１
９
６
４
（
昭
和

39
）
年
20
歳
の
と
き
か
ら
写
真
を
撮

り
、
70
年
に
は
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」

な
ど
の
週
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
日
本
の
70
年
前
後
は
雑

誌
全
盛
の
時
代
で
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ

ン
ル
の
雑
誌
が
競
争
し
て
出
版
し
、

カ
メ
ラ
雑
誌
、
グ
ラ
ビ
ア
写
真
雑
誌

も
多
数
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
時
代
に

写
真
家
に
な
っ
て
、
ず
っ
と
撮
り
続

け
て
い
た
私
の
写
真
は
、
古
く
か
ら

続
く
村
の
人
々
の
生
活
と
そ
の
場
の

風
景
で
あ
り
、
そ
れ
は
ど
れ
も
雑
誌

掲
載
の
た
め
の
写
真
だ
っ
た
。

　

雑
誌
の
た
め
の
写
真
は
忙
し
い
も

の
で
、
撮
影
し
て
す
ぐ
に
フ
ィ
ル
ム

現
像
、
プ
リ
ン
ト
を
し
て
翌
朝
に
は

で
き
た
ば
か
り
の
写
真
を
届
け
る
こ

と
が
よ
く
あ
っ
た
。
思
い
返
す
と
、

い
ま
ま
で
よ
く
や
っ
て
こ
れ
た
と
い

う
気
が
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
飛
彈
野
数
右
衛
門
さ
ん

か
ら
「
ご
苦
労
さ
ん
」
と
言
わ
れ
た

よ
う
な
受
賞
で
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
海
外
作
家
賞
〉

ヴ
ァ
サ
ン
タ
・
ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン 

氏

▲団地と新興住宅地に暮らす人々、撮影年代1983-1987年「フナバシ ストーリー」より
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第40回写真の町東川賞
〈
受
賞
理
由
〉

長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「A M

yth of 
Two 

Souls
」
に
お
け
る
一
連
の
作

品
に
対
し
て

　

１
９
８
５
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
母

と
ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
父
の
も
と
、
グ

ル
ノ
ー
ブ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
）
に
生
ま

れ
る
。
ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン
は
独
学
で
写

真
を
学
び
、
最
初
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
作
品
「Piémanson

」

（2009-2013

）
を
制
作
す
る
中
で
、

優
れ
た
写
真
は
時
間
の
経
過
と
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
新

し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
常
に
直
感
か

ら
始
ま
り
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
自

分
が
何
を
ど
の
よ
う
に
撮
り
た
い
の

か
を
理
解
す
る
と
い
う
。

　

２
０
１
４
年
に
出
版
社Chose 

C
om
m
une

を
共
同
設
立
し
、

『Piémanson

』
を
刊
行
し
た
。
そ

の
後
、
イ
ン
ド
の
壮
大
な
叙
事
詩

『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
に
触
発
さ
れ
、

現
実
と
虚
構
の
狭
間
を
探
求
す
る
７

冊
に
及
ぶ
写
真
集
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「A M
yth of Two Souls

」
（2013-

2021

）
に
取
り
組
ん
だ
。

　

「A M
yth of Two Souls

」
は
、

エ
リ
ゼ
美
術
館
（
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
／

2019

）
、
シ
ャ
ネ
ル
・
ネ
ク
サ
ス
・

ホ
ー
ル
（
東
京
／2019

）
、Deck

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
／2020

）
、
ベ
ル

フ
ァ
ス
ト
・
フ
ォ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（2023

）
で
個
展
と
し
て
開
催
。

ま
た
、
「Illum

inating 
India 

1857-2017

」
サ
イ
エ
ン
ス
・
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（
ロ
ン
ド
ン
／2017

）
、

「Body Building

」
イ
シ
ャ
ラ
・
ア

ー
ト
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
（
ド

バ
イ
／2019

）
、
「Energy:Sparks 

from the Collection

」
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館

（
ロ
ン
ド
ン
／2023

）
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
展
で
も
展
示
さ
れ
た
。

　

ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン
は
、
エ
マ
ー
ジ
ン

グ
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
・
オ
ブ
・

ザ
・
イ
ヤ
ー
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｐ
イ
ン
フ

ィ
ニ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
（
２

０
１
７
年
）
す
る
な
ど
、
い
く
つ
か

の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
２
０
１
９

年
と
２
０
２
１
年
に
は
、
写
真
集

『Dandaka

』
と
『Am
m
a

』
が
そ

れ
ぞ
れ
ア
ル
ル
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
・
フ
ォ
ト
ー
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ

ク
・
ア
ワ
ー
ド
、
パ
リ
フ
ォ
ト
・
ア

パ
チ
ャ
ー
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
の
審
査

員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
２
０
２
２

年
に
は
、
エ
ル
メ
ス
財
団
が
ア
ン

リ
・
カ
ル
テ
ィ
エ
＝
ブ
レ
ッ
ソ
ン
財

団
（
パ
リ
）
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｐ
（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
）
と
提
携
し
、
フ
ラ
ン
ス

と
ア
メ
リ
カ
で
交
互
に
行
わ
れ
る
滞

在
制
作
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Immersion

」

に
参
加
す
る
な
ど
、
近
年
そ
の
活
躍

の
場
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
る
。

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

「A M
yth of Two Souls

」
で
東

川
賞
海
外
作
家
賞
を
受
賞
し
、
光
栄

で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２

０
１
９
年
に
世
界
の
ど
こ
よ
り
も
早

く
東
京
で
展
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
す

で
に
日
本
と
強
い
き
ず
な
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
北
海
道
の
新
た
な
観
客

に
届
く
こ
と
は
私
に
と
っ
て
誇
り
で

あ
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。▲「二つの魂の神話」より

　Disappearance
　Trivandrum, India, 2013

▲「二つの魂の神話」より
　Longing For Love
　Danushkodi, India, 2018

【
第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会
委
員
】

（
敬
称
略
／
五
十
音
順
）

北野 謙
（写真家）

神山 亮子
（学芸員・戦後日本美術史研究）

上野 修
（写真評論家）

安珠
（写真家）

原 耕一
（デザイナー）

丹羽 晴美
（学芸員・写真論）

柴崎 友香
（小説家）

小原 真史
（キュレーター・東京工芸大学准
教授）
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【問合せ】共生プラザそらいろ　☎82-2111（内線49600）
　　　　　社会福祉協議会　　　☎82-7505

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

健康づくりルーム

町内

町外

町内

町外

こどもらんど

１日

500円

200円

１か月

2,500円

1,000円

１日

無料

200円

１か月

無料

1,000円

◆そらいろの様子やイベント、社会福祉協議会の事業などについてお知らせします。

10月オープンからの利用者数について（3/31時点）

そらいろのある１週間のスケジュール（町の事業　社協の事業　個人のサークル活動など）

社会福祉協議会事業の紹介
留学生会話カフェ…
ぼだい樹の会………

おもちゃの病院……

あそばん会…………

　このほか、介護予防事業のいきいきセンターや、高齢者のお宅を訪問してお声がけをする「みまもりサポーター」
になるための講座の開催、ボランティアセンター事業など、さまざまな事業に取り組んでいます。詳しくは社会福
祉協議会までお気軽にお問い合わせください。

月パスが始まりました
　１か月単位でパスポートを購入することができます。初回購入時に本人確認が必要です。月パスポートの販売は、
健康づくりルーム・こどもらんどのみです。詳しくはお問い合わせください。

町民と会話が楽しめる会話カフェ。（毎週月曜日・木曜日 午後3時～）
家族介護を担う方や、介護に関わる方、あるいは介護を受ける人も含めてお互いの体験や情
報を交換する場。毎月第1月曜日は「介護」をキーワードとした『ぼだい樹サロン』、毎月第
3月曜日は「認知症」をキーワードとした『オレンジカフェ』が開催されています。
ボランティアのおもちゃドクターがおもちゃの修理や部品交換をしてくれます！
（完全予約制・毎月第3土曜日）
子どもから高齢者までどなたでも地域の方々と一緒に遊べる会です。花札、将棋、百人一首、
麻雀を皆さんと楽しんでいます。

そらいろだよりそらいろだより
こどもらんど（子どもの人数）

こどもらんど（子どもの人数）

健康づくりルーム

健康づくりルーム 65歳以上

健康づくりルーム

3,361人

1,567人

996人

943人

87人

町内

町外

町内

町内

町外

キッチン（個人使用団体数）

R-bodyコンディショニング講座

交流ルーム・相談室などの個人使用

社会福祉協議会 事業使用者

町イベント参加者

76件

3,316人

2,493人

800人

990人

１日 R-bodyコンディショニング講座など

午後
バレエ教室
留学生
会話カフェ

麻雀サークル 童謡・唱歌の会
あそばん会
（麻雀・将棋）

留学生
会話カフェ

あそばん会
（百人一首・花札）

午前 ぼだい樹の会 ままこっこクラス ソーセージ教室 手芸の会 おもちゃの病院

春
休
み
に
職
業
体
験
も

　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
し
た
！
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東川農業の未来を語る東川農業の未来を語る
　4月10日、今年度は町の「東川町新まちづくり計画2024」とJAひがしかわの「第17次東川町農業振興計画」がスタートする節目
であること、今年7月には「ひがしかわライスターミナル（精米工場）」が本格始動することから、菊地伸東川町長と牧清隆JAひがし
かわ組合長に「東川農業の未来を語る」をテーマに対談していただきました。現在、町内では国営緊急農地再編整備事業が進めら
れており、JAひがしかわではひがしかわライスターミナル建設や、輸出米、資源米（ライスレジン）に関する事業など、大型事業に取

り組んでいます。今回は対談を通して、それらの事業や結果、感じていることを紹介します。
●ひがしかわライスターミナル（以下、ライスターミナル）：米の乾燥調製貯蔵施設と、長期
　保存や鮮度保持のための最新機能を備えた精米施設。
●国営緊急農地再編整備事業（以下、国営）：国が事業主体となり農地区画整理など、効果
　的な農業生産基盤のために必要な整備を行う事業。
●資源米：食料ではなく資源としての米。東川町ではライスレジン（お米のバイオマスプラス
　チック）ごみ袋に利用。

●
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
成
果 

と

　

期
待
は
？

組
合
長
：
国
営
の
基
盤
整
備
の
進
捗
は
今
年

の
事
業
が
終
わ
る
と
約
４
割
と
い
う
と
こ

ろ
。
整
備
が
進
ん
だ
所
で
は
、
管
理
が
し

や
す
い
、
生
産
性
が
上
が
っ
た
と
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
予
定
よ
り
遅
れ
て

い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
期
成
会
と
行

政
、
JA
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
基
盤
整
備
が
進
む

こ
と
に
よ
っ
て
ス
マ
ー
ト
農
業
、
作
業
の

効
率
化
が
進
み
、
生
産
者
の
作
業
負
担
は

軽
減
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
生
産
基

盤
が
し
っ
か
り
す
る
こ
と
は
、
東
川
の
水

田
を
維
持
し
て
い
く
に
は
本
当
に
重
要
な

事
業
。
す
べ
て
（
作
業
効
率
化
、
負
担
軽

減
、
水
田
維
持
）
が
関
連
し
て
良
い
方
向

に
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
長
：
町
の
基
幹
産
業
・
農
業
が
持
続
可
能

な
も
の
に
な
り
、
さ
ら
に
発
展
す
る
と
考

え
る
と
、
農
家
戸
数
が
減
少
し
て
い
る
な

か
、
作
業
の
効
率
化
と
所
得
を
上
げ
る
面

で
大
規
模
化
は
必
須
の
事
業
。
水
田
を
中

心
と
す
る
農
業
が
、
将
来
に
わ
た
り
継
続

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
町
は
今
順
調

に
整
備
に
か
か
る
基
金
の
積
み
立
て
も
行

っ
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
支
援
し
た
い
。

ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
運
営
に
も
こ
の
事

業
は
必
須
で
、
も
っ
と
も
基
礎
と
な
る
事

業
で
期
待
は
大
き
い
で
す
。

●
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
本
格
稼
働
へ
の
期
待

　

と
効
果
は
？

組
合
長
：
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
事
業
は
国

の
補
助
事
業
を
活
用
し
つ
つ
、
東
川
町
か

ら
の
大
き
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
実
現
で

き
る
事
業
で
す
。
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

で
き
る
こ
と
は
（
籾
（
も
み
）
で
の
原
料

受
け
入
れ
は
来
年
か
ら
）
、
籾
受
け
か
ら

乾
燥
調
製
、
籾
摺
り
（
す
り
）
、
精
米
し

て
商
品
化
と
、
一
貫
し
て
町
内
で
で
き
る

の
が
町
・
JA
の
大
き
な
強
み
に
な
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
生
産
者
が
自
己
完
結
で
作

業
し
て
い
た
も
の
が
、
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
出
荷
す
る
こ
と
で
、
作
業
の
効
率
化

や
設
備
投
資
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。
国

営
の
基
盤
整
備
と
一
体
で
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
最
新
鋭
の

設
備
を
備
え
た
精
米
工
場
は
こ
れ
か
ら
進

め
て
い
く
輸
出
戦
略
に
も
大
き
な
期
待
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
精
米
工
場
に
導
入
さ

れ
る
特
殊
な
精
米
機
で
栄
養
価
を
残
す
精

米
は
、
高
機
能
の
「
健
康
米
」
と
し
て
全

道
全
国
の
食
卓
に
届
け
ら
れ
、
ま
た
東
川

米
の
価
値
が
上
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す

し
、
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て
も
寄

与
で
き
る
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。

町
長
：
一
番
期
待
し
て
い
る
の
は
東
川
米
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
米
。
こ
の
先
さ
ら
に
価
値

が
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。
東
川
町
は
今
魅

力
あ
る
町
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

ち
づ
く
り
の
成
果
が
東
川
米
の
魅
力
と
連

携
し
て
価
値
を
上
げ
て
い
く
、
そ
し
て
そ

れ
を
町
民
の
皆
さ
ん
が
共
有
・
共
感
を
す

る
こ
と
が
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
東
川
米
は
美
味
し
い
と
し
っ

か
り
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
JA

と
町
、
商
工
業
も
連
携
し
な
が
ら
、
ど
こ

に
行
っ
て
も
皆
、
東
川
米
を
食
べ
て
い
る
、

カ
フ
ェ
や
飲
食
店
に
行
っ
て
も
東
川
米
が

使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
町
内
消

費
を
い
か
に
拡
大
す
る
か
。
ラ
イ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
精
米
を
し
て
商
品
も
出
荷
で
き

る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
配
達
機
能
で
の
連

携
も
進
め
た
い
で
す
ね
。

●
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
と
ラ
イ
ス

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
未
来
の
東
川
農
業
に
対

　

す
る
投
資
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ち

　

づ
く
り
の
な
か
で
の
農
業
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

　

は
？

町
長
：
開
拓
当
時
か
ら
東
川
町
は
農
業
を
基

幹
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
農
業
が

強
固
な
も
の
と
し
て
確
立
し
て
い
る
た
め
、

他
の
業
に
携
わ
る
人
た
ち
も
豊
か
に
生
活

で
き
て
い
ま
す
。
自
然
が
豊
か
で
、
農
村

景
観
が
素
晴
ら
し
い
の
が
東
川
の
一
番
の

魅
力
。
町
が
こ
の
ま
ま
持
続
し
て
発
展
す

る
た
め
に
は
農
村
景
観
を
守
る
の
が
絶
対

的
な
条
件
で
、
住
ん
で
い
る
人
た
ち
も
そ

う
望
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
農
業
を
し

っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
こ
と
を
、
行
政
も

町
民
も
ど
う
支
え
て
い
け
る
か
。
東
川
町

の
一
番
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
は
人
づ
く

り
で
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
今
年
度
か
ら

新
教
科
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ｅ
の
中
に
、
農
業
へ
の

学
び
も
取
り
入
れ
ま
す
。
地
域
の
産
業
を

子
ど
も
た
ち
が
し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
未
来
を
担
う
人
材
に
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
進
め
た
い

と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

組
合
長
：
JA
は
「
魅
力
あ
る
産
地
づ
く
り
と

牧清隆JAひがしかわ組合長▲

▶
菊
地
伸
東
川
町
長
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持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」
が
テ
ー
マ
で
、

魅
力
あ
る
産
地
づ
く
り
は
町
民
が
そ
の
景

観
も
含
め
て
東
川
に
住
ん
で
良
か
っ
た
な

と
思
え
る
よ
う
な
環
境
保
全
な
ど
、
農
業

の
機
能
を
発
揮
し
た
な
か
で
継
続
し
て
ど

う
農
業
を
営
ん
で
い
く
か
に
重
き
を
お
い

て
農
業
振
興
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

行
政
と
も
連
携
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で

す
し
、
農
業
者
の
子
ど
も
た
ち
も
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
活
動
は
JA
内

部
で
も
連
携
を
し
て
進
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

●
輸
出
や
資
源
米
を
つ
く
る
と
い
う
考
え
方
、

　

ご
み
袋
に
つ
い
て

組
合
長
：
輸
出
の
令
和
５
年
度
実
績
は
９
か

国
の
な
か
で
４
４
０
ｔ
。
令
和
６
年
度
は

７
０
０
ｔ
を
目
標
と
し
て
い
る
。
現
在
取

引
し
て
い
る
国
を
含
め
て
新
規
輸
出
先
を

増
や
し
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
東
川
町
で

生
産
さ
れ
る
１
割
の
１
２
０
０
ｔ
以
上
を

目
標
に
海
外
に
輸
出
し
、
町
内
の
生
産
基

盤
、
生
産
者
の
所
得
の
確
保
は
国
の
交
付

金
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
進
め
、
生
産
数

量
を
増
や
し
て
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

町
長
：
資
源
米
の
話
を
最
初
に
聞
い
た
と
き

は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
な
と
。
農
業
を
持

続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
４
月
か

ら
ラ
イ
ス
レ
ジ
ン
を
利
用
し
た
家
庭
用
ご

み
袋
を
採
用
し
ま
し
た
。
農
業
・
資
源
米

に
対
す
る
理
解
が
広
が
っ
て
、
農
業
を
応

援
し
よ
う
と
い
う
機
運
も
高
ま
る
と
思
い

ま
す
。
JA
は
「
ひ
が
し
か
わ
ア
グ
リ
２
０

５
０
宣
言
」
、
町
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に

取
り
組
む
適
疎
な
町
宣
言
」
を
し
て
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
む
意
思

が
あ
る
。
町
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
行
計
画

を
策
定
す
る
の
で
、
そ
の
中
に
も
資
源
米

の
活
用
を
明
記
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
日
本
語
学
校
な
ど
、
留
学
生
と
の
連
携

　

は
？

組
合
長
：
町
内
に
は
日
本
語
学
校
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
留
学
生
含
め
い
ろ
い
ろ
な
人
材

が
い
ま
す
。
輸
出
先
は
英
語
圏
が
多
く
英

語
が
必
須
な
部
分
も
あ
り
、
職
員
と
し
て

仕
事
し
て
い
た
だ
け
る
人
材
が
い
れ
ば
積

極
的
に
募
集
し
て
、
人
材
確
保
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
海
外
へ
の
輸
出

の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
母
国
で
も
東
川
農

産
物
の
消
費
拡
大
事
業
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
な
働
き
方
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

●
今
後
の
農
業
振
興
公
社
の
役
割
は
？

組
合
長
：
今
後
は
生
産
者
人
口
が
減
っ
て
い

き
、
生
産
農
家
は
１
６
７
軒
、
水
稲
生
産

は
１
１
３
軒
、
数
年
後
に
は
１
０
０
軒
を

切
る
試
算
が
出
て
い
ま
す
。
国
営
や
ラ
イ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
進
み
、
こ
れ
か
ら
と
い

う
と
き
に
作
る
人
が
い
な
い
と
基
幹
産
業

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
作
業
の

委
託
も
含
め
て
労
働
力
支
援
、
作
業
支
援

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
そ
の
農
作
業
支
援
を
農
業
振
興
公

社
が
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
。
時
代
に
よ
っ

て
求
め
ら
れ
る
も
の
も
変
わ
り
、
そ
れ
に

対
応
し
て
い
く
支
援
体
系
や
農
業
振
興
公

社
の
事
業
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町
長
：
農
業
振
興
公
社
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

で
役
割
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
農
家
戸
数
が
減
少
し
て
い
る
な
か
、

ど
う
役
割
を
発
揮
す
る
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
。
今
だ
け
考
え
る
と
規
模
拡
大
が
あ
る

程
度
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
を
見
て
も
農
家
戸
数
の
減
少

は
想
像
よ
り
早
い
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
て
、

今
後
も
冷
静
に
と
ら
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
後
継
者
育
成
だ
っ
た
り
、
農

業
技
術
の
知
恵
だ
っ
た
り
、
農
業
振
興
公

社
が
ど
こ
を
支
援
し
て
い
く
の
か
を
考
え
、

時
代
に
合
わ
せ
た
対
応
を
柔
軟
に
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

●
最
後
に
東
川
農
業
の
将
来
性
、
未
来
像
に

　

つ
い
て

町
長
：
東
川
農
業
は
、
JA
を
中
心
に
生
産
者

と
共
に
運
営
さ
れ
て
い
て
、
他
の
産
地
に

は
な
い
取
り
組
み
が
で
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
開
拓
か
ら
受
け
継
が
れ
る
東

川
農
業
の
活
動
か
ら
美
し
い
農
村
景
観
が

築
か
れ
、
東
川
町
固
有
の
美
味
し
い
水
や

自
然
な
ど
は
、
農
業
に
最
適
な
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
さ
ら
に

伸
ば
す
町
の
取
り
組
み
が
、
東
川
米
や
東

川
サ
ラ
ダ
な
ど
の
農
業
生
産
物
の
付
加
価

値
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
、

産
業
間
連
携
を
さ
ら
に
強
め
、
経
済
循
環

の
中
で
、
農
業
も
他
の
産
業
も
強
く
な
る

こ
と
が
、
他
の
産
地
に
は
で
き
な
い
水
田

を
中
心
と
し
た
産
地
の
「
東
川
モ
デ
ル
」

が
さ
ら
に
成
長
す
る
可
能
性
は
非
常
に
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
長
：
入
植
当
時
か
ら
水
が
あ
る
こ
の
町

に
適
し
た
作
物
は
水
稲
だ
と
農
業
が
始
ま

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
時
代
が
流
れ
て

生
産
人
口
が
減
っ
て
い
く
な
か
に
お
い
て

も
、
基
盤
整
備
を
は
じ
め
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
取
り
入
れ
、
ま

た
東
川
の
農
業
の
新
し
い
時
代
が
来
る
の

で
は
な
い
か
。
20
年
先
に
な
っ
て
も
や
は

り
水
稲
生
産
基
盤
は
維
持
で
き
て
い
て
、

他
の
作
物
に
代
わ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
何
を
準
備
し
て
何

を
し
て
い
く
か
、
結
果
を
出
し
て
い
く
こ

と
。
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一

つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
。
こ
こ
に
暮
ら

す
人
た
ち
、
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
、

こ
こ
に
い
る
み
ん
な
が
携
わ
っ
て
東
川
の

農
業
、
町
を
守
っ
て
い
く
よ
う
に
な
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。
産
業
間
の
連
携
は
し

っ
か
り
と
今
後
強
化
し
て
い
く
。
行
政
と

JA
、
一
町
村
一
JA
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。
そ
の
前
提
に
は
生
産
者
を
し
っ
か
り

と
支
援
し
、
地
域
住
民
の
人
た
ち
に
も
、

こ
の
町
に
JA
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
展
開

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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東
川
中
学
校
（
児
玉
賢
一
校
長
、
２
４
２
人
）

で
は
、
新
入
生
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
学
び
の
時

間
を
と
も
に
過
ご
す
自
分
専
用
の
「
学
び
の
椅

子
」
に
腰
か
け
て
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

児
玉
校
長
は
「
伸
び
盛
り
の
大
切
な
時
期
に
、

充
実
し
た
毎
日
を
送
る
た
め
に
、
大
切
に
し
て

ほ
し
い
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。
一
つ
目
は
夢

や
希
望
を
も
つ
こ
と
。
昨
年
３
月
の
野
球
国
際

大
会
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
、
日
本
は
三
度
目
の
優
勝
を

果
た
し
、
日
本
に
歓
喜
と
感
動
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
特
に
大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
い
た
大
谷
翔
平

選
手
。
彼
が
高
校
生
の
と
き
に
作
っ
た
人
生
設

計
ノ
ー
ト
に
は
27
歳
で
Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本
代
表
Ｍ
Ｖ

Ｐ
と
書
か
れ
て
お
り
、
見
事
に
実
現
し
ま
し
た
。

人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
も
っ
と
も
大
切
な
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
夢
に
向

か
っ
て
一
つ
一
つ
目
標
を
ク

リ
ア
す
る
中
学
生
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
二
つ
目
は
失
敗

を
恐
れ
ず
多
く
を
学
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
。
中
学
校

で
は
自
分
で
考
え
、
進
ん
で

行
動
し
、
学
ん
で
い
く
場
面

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
勉
強

は
も
ち
ろ
ん
、
学
級
生
活
、

行
事
、
部
活
動
な
ど
学
校
生

活
の
す
べ
て
で
多
く
の
こ
と

を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
失

敗
を
恐
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
大
切
に

日
々
挑
戦
し
続
け
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
中

学
生
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
三
つ
目
は
友
達
の

良
さ
を
認
め
、
支
え
合
う
こ
と
。
ど
ん
な
に
優

秀
で
も
一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
会
社
に

入
っ
て
も
、
同
僚
と
協
力
す
る
姿
勢
が
な
け
れ

ば
仕
事
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
思
い

や
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
人
と
接
し
、
人
の
気

持
ち
が
わ
か
る
優
し
い
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

四
つ
目
は
家
庭
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
。
家
庭

学
習
は
自
分
が
決
め
て
行
う
の
で
、
三
年
間
で

大
き
な
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。
毎
日
時
間
を

決
め
て
学
習
に
取
り
組
む
習
慣
を
身
に
付
け
て

く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

東
川
小
学
校
（
秋

保
利
弘
校
長
、
４
２

３
人
）
で
は
、
秋
保

校
長
が
「
今
日
か
ら

皆
さ
ん
は
東
川
小
学

校
の
大
事
な
一
年
生

で
す
。
そ
し
て
、
東

川
小
学
校
の
大
切
な

仲
間
で
す
。
こ
の
学

校
に
い
る
ひ
と
み
ん

な
優
し
い
人
ば
か
り

で
す
か
ら
、
安
心
し

て
学
校
に
来
て
く
だ

さ
い
。
交
通
安
全
に
気
を
付
け
て
、
学
校
に
来

る
と
き
や
帰
る
と
き
は
車
に
気
を
付
け
て
、
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
朝
学

校
に
来
た
ら
、
大
き
な
声
で
『
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
』
と
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
だ
さ

い
。
明
日
か
ら
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
と
約
束
を
し
、
新
入
生
を
迎
え

ま
し
た
。

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
（
西
分
健
二
園
長
、
２
３
６

人
）
で
の
入
園
式
で
は
、
西
分
園
長
か
ら
「
元

気
い
っ
ぱ
い
の
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
歌
を
聴
か
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
歌
の
と
お
り
、
こ
れ

か
ら
セ
ン
タ
ー
で
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

く
だ
さ
い
。
園
長
先
生
は
、
『
み
ん
な
ニ
コ
ニ

コ
笑
っ
て
る
』
と
い
う
と
こ
ろ
が
一
番
好
き
で

す
。
園
の
た
く
さ
ん
の
お
友
達
と
仲
良
く
遊
び
、

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
過
ご
し
て
ほ
し
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
入

れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
!
新
入
学
・
入
園

お
め
で
と
う
!
新
入
学
・
入
園

　

４
月
５
日
に
中
学
校
、
８
日
に
町
内
４
つ
の
小
学
校
で
入
学
式
が
、
13
日
に
幼
児

セ
ン
タ
ー
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
は
４
校
合
わ
せ
て
90
人
（
昨
年
比

２
人
減
）
、
中
学
校
は
77
人
（
同
４
人
減
）
が
入
学
。
幼
児
セ
ン
タ
ー
は
０
歳
か
ら

５
歳
ま
で
２
３
６
人
（
同
16
人
減
）
の
お
と
も
だ
ち
が
入
園
し
ま
し
た
。
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３
月
２
日
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
で
『
ホ
テ
ル

ロ
ー
ヤ
ル
』
の
著
者
で
有
名
な
桜
木
紫
乃
さ
ん

に
よ
る
講
演
会
「
こ
の
町
に
生
き
る
、
わ
た
し

に
幸
あ
れ
！
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

釧
路
市
出
身
の
桜
木
さ
ん
は
、

現
在
も
北
海
道
に
住
み
続
け
る
直

木
賞
作
家
。
オ
ー
ル
讀
物
（
よ
み

も
の
）
新
人
賞
受
賞
か
ら
直
木
賞

受
賞
作
『
ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル
』
の

出
版
に
至
る
道
の
り
や
、
印
象
的

な
編
集
者
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語

り
ま
し
た
。
今
年
『
と
も
ぐ
い
』

で
直
木
賞
を
受
賞
し
た
道
内
在
住

の
河
崎
秋
子
さ
ん
と
対
談
し
た
際
に
は
、
初
対

面
で
「
姐
さ
ん
（
ね
え
さ
ん
）
」
と
呼
ば
れ
た

と
の
お
話
も
。
桜
木
さ
ん
は
「
ス
ラ
ン
プ
と
は

踊
り
場
。
甘
え
ず
も
が
き
、
一
つ
の
答
え
を
出

せ
る
ま
で
毎
日
書
き
続
け
る
」
「
近
く
に
い
る

人
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

お
互
い
穏
や
か
で
い
ら
れ
、
悔
い
が
残
ら
な
い

よ
う
過
ご
せ
る
」
と
そ
の
信

念
を
語
り
ま
し
た
。
締
め
く

く
り
は
「
こ
れ
か
ら
が
本
番

で
す
」
と
い
う
桜
木
さ
ん
と

の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
。
色
紙

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
盛
り
上
が

り
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
面
白
お

か
し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
で
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
の
感
想
も
。
外
は
吹
雪

で
荒
れ
模
様
で
し
た
が
、
と
て
も
心
温
ま
る
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

き
な
曲
を
自
由
に
演
奏
す
る
ス

タ
イ
ル
で
実
施
し
、
５
歳
か
ら

66
歳
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
54

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
夜
に
は
、

審
査
員
７
名
の
ソ
ロ
演
奏
と
、

ド
ー
ト
レ
ト
ミ
シ
ー
・
長
尾
匡

祐
と
の
コ
ラ
ボ
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

　

３
月
23
・
24
日
、
小
西
健
二
音
楽
堂
で
ド
ー

ト
レ
ト
ミ
シ
ー
が
「
自
分
ら
し
い
音
を
伸
び
伸

び
と
演
奏
で
き
、
学
び
に
な
り
、
出
会
い
の
場

と
な
る
よ
う
な
東
川
ら
し
く
、
小
西
音
楽
堂
ら

し
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
、

第
１
回
目
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
。

　

23
日
の
ア
マ
チ
ュ
ア
部
門
は
５
分
以
内
で
好

ン
サ
ー
ト

も
！
「
こ
ん

な
に
ぜ
い
た

く
で
素
晴
ら

し
い
コ
ン
サ

ー
ト
は
初
め

て
」
と
感
嘆

の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

　

24
日
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
部
門
で
は
道

内
外
の
参
加
者
13
組
が
15
分
で
思
い
思
い
の
曲

を
演
奏
し
て
会
場
を
圧
倒
し
ま
し
た
。
プ
ロ
部

門
の
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
受
賞
者
は
小
西
健
二

音
楽
堂
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
出
演
権
を
獲
得
。
受

賞
者
を
通
じ
て
町
や
音
楽
堂
の
魅
力
発
信
に
つ

な
が
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
、
東
川
ら
し
い
温

か
で
新
し
い
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。
受

賞
者
の
リ
サ
イ
タ
ル
も
お
楽
し
み
に
！

小
西
音
楽
堂
で
東
川
ら
し
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン
ク
ー
ル

小
西
音
楽
堂
で
東
川
ら
し
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン
ク
ー
ル

こ
の
町
に
生
き
る
、わ
た
し
に
幸
あ
れ
！

こ
の
町
に
生
き
る
、わ
た
し
に
幸
あ
れ
！

▲左から桜木紫乃さん、大津洋子（聞き手）さん

　

３
月
12
日
、
共
生
プ
ラ
ザ
そ
ら
い
ろ
で
講
座

「
お
産
に
向
け
た
心
と
身
体
づ
く
り
〜
バ
ー
ス

プ
ラ
ン
を
考
え
よ
う
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
北
田
恵
美
助
産
師
（
助

産
院
あ
ゆ
る
院
長
）
。
妊
婦
さ

ん
た
ち
が
受
講
し
、
お
産
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
陣
痛
が
き

た
ら
わ
か
る
か
な
。
ど
ん
な
痛

み
だ
ろ
う
。
予
定
日
が
過
ぎ
た

ら
ど
う
し
よ
う
。
無
痛
分
娩
や

母
乳
に
は
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
？
」
な
ど
の
声
が
聞
こ

え
ま
し
た
。
一
度
経
験
し
た
方

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
や
不
安
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　

北
田
さ
ん
は
「
バ
ー
ス
プ
ラ
ン
を
考
え
ま
し

ょ
う
。
さ
れ
て
い
や
な
こ
と
は
？
自
分
は
ど
う

し
た
い
？
ど
ん
な
お
産
に
な
っ
て
も
納
得
が
で

き
る
よ
う
助
産
師
に
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

で
も
、
お
産
は
お
産
。
お
産
が
終
わ
っ
た
ら
赤

ち
ゃ
ん
と
の
生
活
が
待
っ
て
い
ま
す
。
人
１
人

の
命
を
育
て
る
た
め
に
、
腹
を

く
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
温
か
く

も
気
合
い
の
入
っ
た
エ
ー
ル
を

送
り
、
お
産
を
控
え
た
妊
婦
さ

ん
た
ち
も
前
向
き
な
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
講
座
は
町
内
の
妊
産
婦

さ
ん
に
向
け
て
年
に
数
回
実
施

し
ま
す
。
な
か
に
は
お
父
さ
ん

も
一
緒
に
お
産
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
講
座
も
。
育
児
の
悩

み
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
へ
。

お
産
に
つ
い
て
考
え
る

お
産
に
つ
い
て
考
え
る

▲写真中央、アマチュア部門最優秀
　賞・山本敬太さん（10歳）

▲プロフェッショナル部門最優秀賞・安達莉
　子さん（23歳）
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ほんの森
司書のオススメ
せんとぴゅあⅡ ほんの森せんとぴゅあⅡ ほんの森せんとぴゅあⅡ ほんの森
【貸し出し】
図書、紙芝居、雑誌は一人合計10点まで（15日間）
ＤＶＤは一人２本まで（８日間）
★本、ＤＶＤの蔵書リクエストもお受けしています

ほんの森
司書のオススメ

ウチの師匠がつまらない（一般書）
錦笑亭 満堂／著　パルコエンタテインメント事業部／刊

　バラエティ番組「笑
点」のピンクの着物で
おなじみの三遊亭好楽
はつまらない演者だと
思っていた。そんな師
匠にわけあって弟子入
りをした青年は、落語
界で“この人の悪口を
言う人は一人も居な
い”というほどの底抜
けに“いい人”な人柄
に魅了されていく。東
川町で落語の独演会を
開催したこともある錦

笑亭満堂が、師匠を通して知った笑いと人情あ
ふれる日々をつづったショートエッセイ集。

　皆さん、「ラスト・ベル」について聞いたこと
はありますか？「ラスト・ベル」にはどんな意味
があるのか知っていますか。「ラスト・ベル」と
は学年の終わり
に鳴らされる最
後の鐘のことを
いいます。
　ウズベキスタ
ンは小学校4年
間と中等学校7
年間の教育制度
で、11年間学校に通います。しかし日本とは違い、
1年生から11年生までの生徒たちがみんな同じ学
校で勉強します。授業時間だけが違い、午前と午
後に分かれて授業が行われます。例えば、1～4年
生の生徒はお昼まで、5～11年生は午後の時間帯
に勉強します。そして、すべての学年が通常5月
25日に終わります。その日に「ラスト・ベル」が
鳴るのです。
　「ラスト・ベル」という呼び方は旧ソ連時代か
らの名残だと言われていて、卒業式で行われるイ

ベントでした。現在も旧ソ連の国々では卒業式や
学期の終わりにお祝いをします。卒業式前日に、
生徒たちは大掃除をして各教室から庭までを風船
などで飾ります。当日、卒業生はきれいな制服姿
で担任の先生たちに花とプレゼントを持っていき
ます。他学年の生徒は先輩の卒業と学年の終わり
を祝って参加します。式は学長のお祝いの言葉か
らはじまり、優秀な生徒たちには賞も送られます。
式の最後には優秀な生徒の一人が1年生を肩に乗
せて校庭でベルを鳴らします。卒業のリボンをし

た卒業生たちは
鳴り響くベルの
音を聞きながら、
叫んだり泣いた
りして、互いに
抱き合ってお礼
を言い合います。
「ラスト・ベル」

の後、校庭では20年ほど前から変わらない歌が流
れます。生徒全員が声を合わせて、次の歌を合唱
します。
…さようなら、学校、さようなら、友達、さよう
　なら、私の初恋、さようなら、友達よ…
…さようなら、学校、さようなら、友達、さよう
　なら、私の初恋、さようなら、友達よ…
　皆さん、高校を卒業した日のことを覚えていま
すか？学校を卒業するときに喜びや寂しさで泣い
たことはありますか？

109世界を知ろう！世界を知ろう！世界を知ろう！世界を知ろう！
ラスト・ベル
東川町国際交流員（CIR）マリコヴァ・シトラボヌ

担当ＣＩＲからヒトコト
　ウズベキスタンは今が観光シーズンなので観光
と料理の本をそろえました。一緒にページをめく
ってみませんか。
※一部館外貸し出しできない書籍もございます。

国
際
文
化
紹
介
ブ
ー
ス
５
月
：

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
編

　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ
で
、
東
川
町
国
際
交
流
員

（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）
が
母
国
に
関
連
し
た
書
籍
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

マリコヴァ・シトラボヌ
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.152

第212回

ルート66

　タレントがアメリカのルート66をヒッチハイクで
横断、というテレビ番組を見ました。息子の転勤先
にも近く、興味津々。ルート66は、シカゴとサンタ
モニカを結ぶ全長3755㎞の旧国道。1985年に廃止
になったとはいえ、大陸を横断するこの道はアメリ
カ西部の発展を支えた重要な道です。数々の映画、
小説の舞台になり、ナット・キング・コールの歌で
も有名です。番組では古き良きアメリカを思わせる
気の良い米国人がたくさん出てきました。

　でも、ヒッチハイクは甘くない。親指を立ててト
ラックを止めようとしても、何時間も止まらない。
休憩している人に直談判するしかない。私もいろい
ろな国でヒッチハイクをしましたが（危険なのでお
すすめしません）、とにかく止まってもらうまでが
大変。冷たく断られたこともあり、そんなときは全
世界から拒否されている気持ちになりました。1日
中立っていたときは「朝からいたよね」と泊めてく
れた人もいます。ヒッチハイクの場合、まずは「お
願いする勇気」が大事。そして、運良く乗せてもら
えたら、欠かせないのが「コミュニケーション能
力」。タクシーではないので、黙って座っているな
んてありえない。とにかく「質問力」で会話を続け
る（まあ、ちょっと面白い小ネタも持っているとな
およい。関西人は、小さいときからオカンにまつわ
る小ネタとアメちゃんをポケットに入れている）。
考えてみたら、他人に興味をもって情報を引き出す
力、これなくして英語が話せるわけがない。いきな
り英語が無理なら、まずは日本語で練習を！

　英国と日本の学校には興味深い類似点や相違点が多くあ
ります。英国には、中学校というものがなく、保育園から
小学校、中等学校、カレッジ/シックスフォーム、そして大
学へと進みます。大学まで卒業式というものはなく、小学
校の最後にはスクールディスコが、中等学校の最後には音
楽とDJ付きのプロム（※）があります。
　英国では、生徒が遅刻した場合や、宿題の締め切りを守
らなかった場合、15分から最大1時間居残りをして、黙って
勉強するという罰があります。また、ネクタイの長さが違
ったり、シャツの裾がはみ出ていたりしたら、ワン・スト
ライク。もちろん3ストライクで居残り決定です。

　英国の中等学校には、ハリー・ポッターに出てくるグリ
フィンドールやスリザリンのようなハウスと呼ばれる縦割
りグループがあり、赤・青・黄などネクタイで色分けされ
ます。クラス毎にハウスに振り分けられた生徒たちは、そ
の年のチャンピオンを目指して、最後のスポーツ・デーま
で定期的に競いあいます。
　また、ヘッドボーイ、ヘッドガール、舎監といった役職
もあり、選ばれた生徒はさらに責任を追うことになり、日
本の生徒会のように、学校の代表として教師とともに規則
を執行します。彼らは小さな盾の形をしたバッジをつけて
いるので、すぐに見分けがつきます。

Schools in Japan and the UK　Ravinder Chana 

British schools and Japanese schools have many interesting similarities and differ-
ences. In the UK there are no Junior High Schools instead we go from Nursery to 
Primary School, Secondary School (High School), College/Sixth Form and then 
University.
There are no graduation ceremonies in the UK until University, instead we have a 
school Disco at the end of Primary school and Prom at the end of Secondary school 
which are just parties with music and a DJ.
In the UK we have ‘detentions’ where if a student misbehaves, is late to school or 
hasn’t completed their homework on time they have to stay in school at the end of the day for additional time where they 
must study in silence, these can range from 15 minutes up to an hour. Also, if your tie isn’t the correct length or your shirt 
is untucked you can receive a ‘strike’, 3 of which lead to a detention.
Similar to Harry Potter, British secondary schools also have ‘Houses’ like Gryffindor and Slytherin represented by tie colours 
e.g. yellow, red, blue. Students are separated into Houses based on their classes and compete regularly to accumulate ‘House 
Points’ ultimately leading up to Sports Day where all the Houses try to become champions for that year.
Additionally, we also have positions such as Headboy, Headgirl and Prefects where selected students gain additional responsi-
bilities, they work alongside teachers to enforce rules whilst representing the school, much like the student council in Japan, 
they wear a small shield-shaped badge to be identified easily.

イギリスと日本の学校　ラビンダー・チャナ　（訳：宮地晶子）

【ちょっと豆知識】宮地晶子
　プロムという言葉が出ました。プロ
ムナード（舞踏会）の略です。一般的
には男の子が女の子を誘って参加。タ
キシードとドレスできめます。ところ
が時代はLGBTQ＋。現実はかなり変
わっていると思われ、女の子が同性の
子を誘って、学校がそれを禁止して、
という映画が話題になりました。
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20～30秒維持×2セット

➡

World Sports Report

●体幹のトレーニング……………………………
日常動作における体幹の安定性向上、片足動作での安定感を向上させたい方にオススメ　
【ポイント】頭からヒザまでを一直線に維持する。

申込み ①QRコード ②B&G海洋センター・共生プラザそらいろ受付窓口 ③電話☎82-4600

カラダの調子をより良い方向に整える「コンディショニング」は、スポーツをするしないに
関わらず、全ての人に必要なことです。R-bodyはコンディショニングを通して健康な町づく
りを行っています。ぜひイベントにご参加ください。

World Sports Report No.004

野球の基本バッティング
東川町スポーツ国際交流員（SEA）　ビアンカ・エリザベス・スミス（ビアンカ）

道具を使わずお家でできる
コンディショニング通信

▲立ち方 ▲構え

1 2 X

頭から膝までが一直線となるように
お尻を持ち上げる。

お尻が後ろに引けて、くの字になら
ないないようにする。

横向きになり、肩の下に肘を置き、膝
は90度後ろに曲げる。肩・骨盤・膝が
一直線となるようにする。
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大雪山の素顔大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

俳　

句

大
雪
の
麓
〜
ひ
が
し
か
わ
的
観
光
イ
ズ
ム

大

◀
姿
見
の
水
田

ゆっくりとした春を迎える旭岳
　いよいよ桜も咲き、これから初夏のような陽気が
多くなってくる時期ですね。ゴールデンウィークか
ら10月頃までを観光業界では「夏季シーズン（グ
リーンシーズン）」といい、とりわけ北海道におい
ては観光スポットなどが多くの観光客でにぎわう期
間です。ちょうど1年前にはコロナが5類となり、
観光施設や飲食店、行事、イベントなどでは自主的
な感染予防をしながらの不安や期待が入り混じった
1年でした。今年は数年ぶりにコロナ関連の規制も
ないなかシーズンに入ります。この冬もインバウン
ド客を含め、道内外のたくさんの観光客が東川町を
訪れてくれました。とりわけ、大雪山旭岳エリアで
はスキーやボード、スノーシューなどのウィンター
アクティビティを楽しむ人たちがとても多く感じま
した。弊社でもガイド付きツアーや、ウィンターウ
ェアのレンタルなどを行っていますが、昨年の倍の
予約が入っていました。冬からの観光客や人の流れ
がこのまま夏季シーズンにもつながっていくことを
期待したいものですね。
　さて、そんな大雪山もこれからの時期は、陽当た
りの良い場所では山を覆っていた雪も次第にとけ、
残雪によるゼブラ模様の山肌の姿を見せてくれるよ
うになっていきます。そうなるといよいよ大雪山の
山々にも少し遅い春の足音が近づいてきます。旭岳

ロープウェイ付近
の湿地帯では、き
れいな黄色の花を
咲かせるエゾノリ
ュウキンカや水芭
蕉（みずばしょう）
が顔を出し始め、
姿見駅付近では冬を耐えたハイマツが見られるよう
になります。とけた雪は、旭岳の噴火口の名残を残
す地形にたまりながら、「姿見の池」や「夫婦池」
などに姿を変え風光明媚（ふうこうめいび）な観光
スポットとして私たちを楽しませてくれます。とけ
だした雪は旭岳温泉街を流れる湧駒別川や天人峡エ
リアの「羽衣の滝」として落水し忠別川へ注ぎ、地
下に浸み込んだ雪どけ水は伏流水となって「大雪旭
岳源水」や私たちの生活用水、田んぼへの農業用水
にもなります。大雪山に降った雪は私たちの生活の
源でもありますね。行楽シーズンを前に、水を張っ
た田んぼと残雪の大雪山の風景を見渡し、大雪山の
恩恵や自然の雄大さをあらためて感じたり、旭岳に
出向いてゆっくりとした春の訪れを楽しんだりする
ことができるのも、東川町で暮らす魅力の一つかも
しれませんね。

  中 田 浩 康

心
待
ち
制
服
吊
る
し
風
光
る

鳴
き
交
わ
し
光
と
な
り
て
鳥
帰
る

春
光
や
か
す
か
に
揺
れ
る
風
見
鶏

風
光
る
よ
た
よ
た
歩
く
ラ
ン
ド
セ
ル

光
る
風
硝
子
の
ペ
ン
は
詩
を
紡
ぐ

風
光
る
大
雪
山
は
揺
る
ぎ
な
く

何
時
か
読
む
推
理
小
説
春
の
ち
り

田
の
泥
よ
り
飛
翔
の
翼
や
風
光
る

風
光
る
遅
れ
て
抜
け
た
乳
歯
の
隙
間

壁
に
貼
り
出
す
絵
手
紙
の
桜
餅

な
ん
と
な
く
地
元
に
残
り
春
の
虹

都
合
よ
く
悲
し
み
忘
れ
春
う
ら
ら

卒
業
や
三
人
姉
妹
の
背
く
ら
べ

た
ん
ぽ
ぽ
や
足
場
組
ま
れ
て
屋
根
普
請

猫
柳
河
川
の
土
手
も
光
る
風

伊　

東　

花　

風

紺　

野　

桂　

花

高　

瀬　
　
　

潤

三　

島　
　
　

智

若　

田　
　
　

郁

佐
々
木　

り　

え

本　

田　
　
　

咲

斎　

藤　

夕　

桜

こ
ば
や
し　

星
来

横　

田　

則　

子

八　

田　

昌　

代

山　

内　

み　

ゆ

保　

科　

な　

ほ

鶴　

田　

真　

木

杉　

山　

り　

つ

東
川
町
ヌ
タ
ッ
プ
吟
社

高
瀬
☎
82-

５
５
７
６

一
緒
に
俳
句
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

〜
み
ん
な
が
先
生
で
み
ん
な
が
生
徒
〜

　

月
１
回
、
自
由
で
開
か
れ
た
句
会
を
開
催
し
、
俳
句
を

心
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

１
２
０
年
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

アクティビティ提供専門ショップ「HAC」
㈲アグリテック代表
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く ら し の
情  報

く ら し の
情  報

く ら し の
情  報

I n f o r m a t i o n  o f  L i v i n g

無料法律相談
5月30日㈭

午後１時～午後５時

無料法律相談
5月30日㈭

午後１時～午後５時

無料法律相談
5月30日㈭

午後１時～午後５時
森山大樹法律事務所（東町会館２階、完全予約制）

予約・お問合せは13日㈪まで
（役場企画総務課総務室）

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
8,332人
3,901人
4,431人
4,075戸

2人
12人
63人
286人

　
230人）
92人）
138人）
195戸）

人口・世帯数　3月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
父
竜矢
浩哉
翔平

　
母
まどか
綾
葉月

　
町内会
33区
西町3丁目
11区

お 誕 生
生まれた子
津谷　光凛
今　　晴玲
寺口　颯空

     つ  や　     ひかり

   こん　         はれい

   てらぐち　  そ   ら

　　
町内会
33区
南町1丁目
5南
21
12区

歳
おくやみ
亡き人
髙森　孝治
長峯　清作
高井　喜和子
餅田　ミチ子
髙橋　武

　
届出人
髙森　まゆみ
長峯　美枝子
高井　邦正
安藤　久子
髙橋　一郎

60歳
82歳
81歳
84歳
90歳

人のうごき
3月8日～4月8日に掲載確認できた方
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

税
金
・
年
金

固
定
資
産
、
軽
自
動
車
の
異
動
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

▼
固
定
資
産
の
異
動
手
続
き

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
土
地
、
建
物
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

〇
登
記
し
て
い
な
い
建
物
（
住
宅
、
車

　

庫
、
物
置
な
ど
）
も
固
定
資
産
税
の

　

課
税
対
象
で
す
。
異
動
（
建
物
の
新

　

築
、
増
・
改
築
、
取
り
壊
し
、
所
有

　

者
の
変
更
な
ど
）
が
あ
る
場
合
は
税

　

務
住
民
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〇
登
記
し
て
い
る
建
物
に
異
動
が
あ
る

　

場
合
は
、
法
務
局
で
登
記
手
続
き
を

　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
軽
自
動
車
の
異
動
手
続
き

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
す
る

税
金
で
す
。
登
録
内
容
に
異
動
（
車
両

の
売
買
、
廃
棄
、
譲
渡
、
ま
た
は
転
出

入
な
ど
）
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。
原
動
機
付
自
転
車
（
排
気

量
１
２
５
㏄
以
下
）
、
小
型
特
殊
自
動

車
（
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、

田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
レ
ー
ラ
ー

な
ど
の
農
耕
作
業
用
車
や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
な
ど
）
も
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
課
税
対
象
で
す
。
新
た
に
取
得
し
た

場
合
は
販
売
証
明
書
等
を
持
参
し
て
税

務
住
民
課
に
届
け
出
し
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
場
所

▼
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動

　

車…

役
場
税
務
住
民
課

▼
軽
自
動
車…

軽
自
動
車
検
査
協
会
旭

　

川
事
務
所
（
☎
０
５
０-

３
８
１
６

　

-

１
７
６
５
）

▼
普
通
自
動
車
、
排
気
量
１
２
６
㏄
以

　

上
の
二
輪…

旭
川
運
輸
支
局
（
☎
０

　

５
０-

５
５
４
０-

２
０
０
３
）

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

税
務
室

　

☎
役
場 

内
線
１
２
２
・
１
２
３

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
／
繰
下
げ
支
給

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
65

歳
に
達
し
た
日
（
誕
生
日
の
前
日
）
の

翌
月
分
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
が
、
繰
上

げ
支
給
や
繰
下
げ
支
給
を
行
う
こ
と
で
、

65
歳
に
な
る
前
や
66
歳
以
後
に
受
け
取

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
い
っ
た
ん
繰
上

げ
・
繰
下
げ
請
求
を
す
る
と
、
一
生
同

じ
割
合
で
減
額
ま
た
は
増
額
さ
れ
た
率

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
付
加
年
金
も
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た

は
増
額
さ
れ
ま
す
）
。

▼
繰
上
げ
支
給　

60
歳
か
ら
65
歳
に
な

　

る
ま
で
に
請
求
す
る
と
、
年
齢
に
よ

　

り
一
定
割
合
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

▼
繰
下
げ
支
給　

66
歳
か
ら
70
歳
に
な

　

る
ま
で
に
請
求
す
る
と
、
年
齢
に
よ

　

り
一
定
割
合
で
増
額
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

旭
川
年
金
事
務
所

　

☎
25-

５
６
０
６
（
役
場
窓
口
：
税

　

務
住
民
課 

住
民
室
）

く
ら
し

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
利
用
案
内
を
更
新

　

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
や

ル
ー
ル
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
知
ら

せ
す
る
た
め
に
利
用
案
内
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
紙
面
を
本
誌
に
折
り

込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
事
前
登
録
方
法

や
予
約
時
か
ら
利
用
時
ま
で
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

都
市
建
設
課 

公
共
施
設
管

　

理
室　

☎
役
場 

内
線
２
４
１

運
転
免
許
の
自
主
返
納
、役
場
に
臨
時
窓

口
を
開
設（
予
約
制
）

　

「
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
い
け
ど
、

警
察
署
ま
で
行
く
の
は
難
し
い
」
と
の

声
に
お
応
え
し
て
、
役
場
に
臨
時
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
免
許
証
の
代
わ
り
に

顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
と
し
て
使

え
る
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
申
請
も

あ
わ
せ
て
行
え
ま
す
。
手
続
き
は
事
前

予
約
制
で
す
。※

臨
時
窓
口
は
秋
ご
ろ

に
も
開
設
予
定
。

▼
事
前
予
約

日
時　

５
月
24
日
㈮
ま
で

▼
臨
時
窓
口

日
時　

５
月
28
日
㈫
午
前
10
時
〜

場
所　

役
場
１
階 

ロ
ビ
ー

対
象　

東
川
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方

▼
運
転
免
許
証
返
納
の
み
ご
希
望
の
方

持
ち
物　

運
転
免
許
証

▼
運
転
経
歴
証
明
書
も
ご
希
望
の
方

持
ち
物　

①
運
転
免
許
証
（
返
納
前
の

　

場
合
）
、
②
収
入
証
紙
１
１
０
０
円

　

分
（
役
場
会
計
課
窓
口
で
購
入
可
）
、

　

③
顔
写
真
（
縦
３
㎝×

横
２
・
４
㎝

　

に
カ
ラ
ー
印
刷
し
た
も
の
を
持
参
、

　

ま
た
は
役
場
内
の
証
明
写
真
機
で
撮

　

影
（
千
円
）
）

注
意　

▼
運
転
経
歴
証
明
書
は
後
日
発

　

行
さ
れ
ま
す
。 

▼
運
転
免
許
証
が

　

失
効
し
て
い
る
場
合
は
、
他
の
身
分

　

証
明
書
（
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
お 18
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都市建設課建設工事、委託業務の入札結果のお知らせ
入札日 契約方法等業　務　名　等 請負業者 請負価格（税込み、円）

地域限定型
一般競争入札3月28日 長期継続契約　公共施設機械警備委託業務 綜合警備保障㈱

北海道支社 3,076,920

特定健診・がん検診・後期高齢者健診のお知らせ　　　　　   　　    　 保健福祉課
　本年度前期の集団健診の申し込みを受け付けています。

旭川がん検診センター
（保健福祉センターからバスで送迎）

保健福祉センター
（実施医療機関：旭川厚生病院）会 場

チラシの申込用紙か、電話・FAXで保健福祉課 保健指導室（役場☎内線505～508）へ申 込 方 法

今月号広報と一緒に配布されたチラシをご覧ください。検査項目・料金

●特定健診
特定健診受診券をお持ちの
①30歳～74歳の町民で、大雪地区広域連合国民健康保険加入者  
②40歳～74歳の町民で、①以外の医療保険加入者の扶養家族および協会健保本人
　（受けられる健診機関を、事業主などに事前にご確認ください）

●がん検診…30歳以上の町民（令和７年３月31日時点での年齢）
　※子宮頸（けい）がん検診は20歳以上の女性町民

●後期高齢者健診…75歳以上の町民（65歳以上の後期高齢者医療保険加入者も含む）

対 象 者

６月19日㈬・20日㈭・21日㈮
各日6:30-9:00（30分ごと受付）

７月19日㈮
7:50集合（8:00出発）日 時

項 目
特定健診
後期高齢者健診
胃がん、大腸がん、肺がん検診

特定健診
胃がん、大腸がん、肺がん検診
乳がん、子宮がん検診、婦人科超音波

定員になり次第締め切り申 込 期 間

そ の 他 ・特定健診は、健診当日に特定健診受診券・健康保険証・健診料金が必要です。
・後期高齢者健診は、健康保険証が必要です。

　

持
ち
く
だ
さ
い
。 

▼
免
許
失
効
後

　

５
年
を
過
ぎ
た
方
、
取
消
処
分
を
受

　

け
た
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

予
約
先　

企
画
総
務
課 
総
務
室

　

☎
役
場 

内
線
２
２
５

行
政
の
苦
情・要
望
は
行
政
相
談
委
員
へ

　

４
月
１
日
付
け
で
、
引
き
続
き
盛
永

小
夜
子
氏
が
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
と
皆
さ
ま

の
パ
イ
プ
役
で
す
。
年
金
、
窓
口
サ
ー

ビ
ス
、
登
記
、
道
路
な
ど
の
役
所
の
仕

事
に
つ
い
て
困
り
ご
と
や
苦
情
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
委
員
が
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
口
頭
、
電
話
、
手
紙
で

行
政
相
談
委
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
省
行
政
相
談
委
員
（
２
年
間
）

　

盛
永　

小
夜
子
（
西
９
号
北
16
）

　

☎
82-

４
０
９
４

問
合
せ　

企
画
総
務
課 

総
務
室

　

☎
役
場 

内
線
２
２
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
サ
ポ
ー
ト

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

の
た
め
、
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
写
真
を
用
意
し
な
く
て
も
申

請
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
で
き

ま
す
。

▼
申
請
サ
ポ
ー
ト

①
ア
イ
ハ
ラ
写
真
館
（
年
末
年
始
を
除

　

く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
半
受
付
可
）

　

…

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請

　

書
を
持
参
し
、
ア
イ
ハ
ラ
写
真
館
で

　

写
真
撮
影
（
無
料
）
を
行
い
申
請
し

　

ま
す
。

②
役
場
（
役
場
開
庁
日
の
み
受
付
可
）

　

…

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請

　

書
を
持
参
し
、
税
務
住
民
課
で
申
請

　

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
申
請
し
ま
す
。

　
※

必
ず
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
り

に
来
て
い
な
い
方
へ

　

交
付
予
定
期
限
を
過
ぎ
て
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
共
通
事
項

注
意　

▼
申
請
書
が
手
元
に
な
い
方
は
、

　

税
務
住
民
課
で
発
行
で
き
ま
す
。　

　

▼
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書

　

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
電

　

話
に
て
住
民
登
録
地
へ
の
郵
送
も
受

　

け
ま
す
。　

▼
15
歳
未
満
の
方
が
申

　

請
す
る
場
合
は
必
ず
保
護
者
が
同
行

　

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
２
・
１
１
３

野
生
動
物
へ
の
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

カ
ラ
ス
、
キ
ツ
ネ
な
ど
の
野
生
動
物

に
餌
を
与
え
る
「
餌
付
け
」
に
つ
い
て
、

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

野
生
動
物
に
は
自
分
で
餌
を
と
る
能

力
が
あ
り
、
人
か
ら
餌
を
も
ら
う
こ
と

は
本
来
の
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
餌
付
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に
よ
っ
て
人
の
食
べ
物
の
味
を
覚
え
、

依
存
し
、
人
を
恐
れ
な
く
な
っ
て
距
離

が
近
づ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、

農
業
被
害
や
フ
ン
に
よ
る
悪
臭
、
家
屋

や
自
家
用
車
の
汚
損
、
鳴
き
声
な
ど
に

よ
る
騒
音
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

人
の
健
康
被
害
や
近
所
ト
ラ
ブ
ル
に

発
展
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
野

生
動
物
へ
の
餌
付
け
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
２
・
１
１
３

美
し
い
風
景
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

雪
が
と
け
、
町
を
歩
く
と
公
園
や
道

路
に
お
菓
子
の
袋
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ゴ

ミ
が
散
乱
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
個
人
の

マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
問
題
で
は
あ
り
ま

す
が
、
人
が
持
ち
込
ん
だ
ゴ
ミ
は
、
美

し
い
風
景
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
だ

け
で
な
く
、
野
生
の
動
植
物
に
悪
影
響

を
与
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

出
し
た
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
道
に

落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
は
拾
い
、
美
し
く
住

み
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

東
川
町
で
は
６
名
の
美
し
い
風
景
を

守
り
育
て
る
指
導
員
を
委
嘱
し
、
町
内

巡
回
、
ポ
イ
捨
て
防
止
の
啓
発
、
清
掃

活
動
な
ど
美
し
い
風
景
の
保
全
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
２
・
１
１
３

補
助
制
度

空
き
家
を
利
活
用・解
体
し
ま
せ
ん
か

　

使
用
し
て
い
な
い
空
き
家
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
町
で
は
、
空
き
家
を
活
用
・

解
体
す
る
場
合
に
利
用
で
き
る
制
度
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
空
家
流
動
化
対
策
事
業
交
付
金

　

近
年
、
一
軒
家
に
住
み
た
い
希
望
者

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

住
宅
が
あ
り
ま
せ
ん
。
補
助
金
を
利
用

し
て
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
し
、
売
買
・
賃
貸
し
ま
せ
ん

か
。

▼
老
朽
空
家
等
解
体
支
援
補
助
金

　

老
朽
化
し
て
使
用
し
て
い
な
い
空
き

家
・
物
置
な
ど
を
解
体
す
る
場
合
に
補

助
金
が
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

解
体
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場　

内
線
１
１
５

健
康
・
福
祉

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に
呼
応
し
て
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
人
権
や
心
配
ご
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
㈯
午
後
１
時
〜
同
４

　

時

場
所　

共
生
プ
ラ
ザ
そ
ら
い
ろ
２
階 

　

相
談
室
２

問
合
せ　

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
室

　

☎
役
場 

内
線
５
０
３

子
育
て
・
教
育

親
子
遊
び
の
体
験
教
室「
キ
ト
ウ
シ
の
森

散
策
」

　

親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
遊
び
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

内
容　

小
沼
さ
ん
と
一
緒
に
キ
ト
ウ
シ

　

の
森
を
散
策
し
、
自
然
の
中
で
探
索

　

活
動
を
親
子
で
楽
し
み
ま
す
。

講
師　

小
沼
秀
樹
さ
ん
（
大
雪
自
然
学

　

校
）

日
時　

５
月
23
日
㈭
午
前
10
時
〜
同
11

　

時
半

場
所　

キ
ト
ウ
シ
の
森

対
象　

１
・
２
歳
児
と
保
護
者

定
員　

15
組
程
度
、
申
込
制

服
装　

動
き
や
す
い
服
装
、
長
袖
、
長

　

ズ
ボ
ン

問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-
５
１
０
０

一
緒
に
考
え
よ
う
合
同
よ
ち
よ
ち
教
室

　

乳
幼
児
に
多
い
怪
我
な
ど
の
救
急
手

当
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
っ
た
救
急
心
肺
蘇
生
（
そ
せ
い
）

の
実
技
講
習
で
す
。

内
容　

救
命
救
急
講
座
「
乳
幼
児
の
誤
飲
、

　

怪
我
の
対
応
」
「
心
肺
蘇
生
の
方
法
」

講
師　

大
雪
消
防
組 

救
急
救
命
士

日
時　

５
月
30
日
㈭
午
前
10
時
〜
同
11

　

時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

子
育
て
中
の
親
子

定
員　

15
組
程
度
、
申
込
制

問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-

５
１
０
０

募
集

東
川
町
美
し
い
風
景
づ
く
り
賞

　

美
し
い
風
景
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
個
人
（
住
宅
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
）
、
団
体
、
事
業
所
を
表
彰
し
ま
す

（
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
）
。
審

査
委
員
が
秋
ご
ろ
ま
で
に
現
地
調
査
を

行
い
、
３
名
程
度
を
選
定
し
ま
す
。
表

彰
式
は
12
月
に
行
う
予
定
で
、
受
賞
者

に
は
表
彰
状
、
１
万
円
相
当
の
賞
品
、

受
賞
記
念
プ
レ
ー
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
住
民
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
２

そ
の
他

「
能
登
半
島
地
震
」募
金
の
ご
報
告
と
お
礼

　

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
、
被
災
者
の

方
々
へ
の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
年
１
月
９
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
の
募
金
活
動
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま

す
。

募
金
額　

８
万
６
５
３
４
円

　

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
石
川
県
を

通
じ
て
被
災
者
の
方
々
へ
お
届
け
し
ま

し
た
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈

り
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
総
務
課 

総
務
室

　

☎
役
場 

内
線
２
２
１

イ
ベ
ン
ト

こ
ど
も
の
読
書
週
間「
体
験
型
脱
出
ゲ
ー
ム 

ほ
ん
の
森
か
ら
の
脱
出
」

　

４
月
23
日
㈫
〜
５
月
12
日
㈰
は
、

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　

ほ
ん
の
森
で
は
図
書
館
の
仕
組
み
や

ル
ー
ル
を
、
な
ぞ
解
き
を
通
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
体
験
型
脱
出
ゲ
ー
ム
を

開
催
し
ま
す
。
ほ
ん
の
森
で
働
く
司
書

探
偵
と
な
り
、
な
ぞ
を
解
決
し
な
が
ら

隠
さ
れ
た
暗
号
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
４
日
㈯
㊗
・
５
日
㈰
㊗
各

　

日
午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
２
時
〜

　

同
４
時

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

ほ
ん
の
森

定
員　

各
回
３
名
（
無
料
、
先
着
申
込

　

順
）

対
象　

小
学
校
中
学
年
〜
高
校
生

申
込
先　

文
化
交
流
課 

文
化
推
進
室

▲申込先
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道草館前
発

9:00

11:00

13:00

16:10

便名

1

2

3

4

キトウシの森
発

9:10

11:10

13:10

16:20

区分

26日㈰

2日間
共通

※25日㈯の４便はありません。町営バス定期便
（北忠別線、東雲上岐登牛線）もご利用ください。

　

☎
82-
４
２
４
５

大
雪
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
講
演
会「
世
界
の
山
々

を
旅
し
て
」

　

日
本
を
代
表
す
る
ク
ラ
イ
マ
ー
の
山

野
井
泰
史
さ
ん
に
、
世
界
各
地
の
山
々

や
大
雪
山
系
を
含
め
た
北
海
道
の
山
で

の
経
験
、
最
近
登
山
し
た
イ
ン
ド
ヒ
マ

ラ
ヤ
に
つ
い
て
な
ど
、
ご
友
人
の
サ
ル

タ
ー
ジ
・
グ
マ
ン
さ
ん
と
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

５
月
11
日
㈯
午
後
１
時
半
〜
同

　

３
時

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 

講
堂

定
員　

４
０
０
名
（
無
料
、
先
着
申
込

　

順
）

申
込
先　

文
化
交
流
課 

文
化
推
進
室

　

☎
役
場　

内
線
７
３
８

　

daisetsuzan@town.higashikawa.

　

hokkaido.jp

札
幌
出
入
国
在
留
管
理
局
職
員
に
よ
る
無
料

相
談
会

　

在
留
資
格
申
請
や
そ
の
他
の
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
、
ど
な
た
で
も
相
談
で

き
ま
す
。
（
予
約
不
要
、
無
料
）

日
時　

５
月
17
日
㈮
午
後
１
時
半
〜
同

　

４
時
半

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 

多
文
化
共

　

生
室

問
合
せ　

東
川
日
本
語
学
校 

多
文
化

　

共
生
室　

☎
74-

６
８
１
５

ぴ
ゅ
あ
シ
ネ
マ

　

大
き
な
画
面
で
気
軽
に
映
画
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？
ほ
ん
の
森
で
所
蔵
し
て

い
る
作
品
の
う
ち
、
町
に
上
映
権
の
あ

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
「
ぴ
ゅ
あ
シ
ネ
マ
」
と
し

て
上
映
し
ま
す
。

内
容　

「
異
動
辞
令
は
音
楽
隊
！
」　

　

（2022
）
犯
罪
撲
滅
に
す
べ
て
を
さ

　

さ
げ
て
き
た
鬼
刑
事
・
成
瀬
司
。
だ

　

が
、
警
察
で
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　

が
重
視
さ
れ
る
今
の
時
代
に
、
違
法

　

す
れ
す
れ
の
捜
査
で
周
囲
か
ら
完
全

　

に
浮
い
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
。
そ

　

し
て
、
上
司
に
た
て
突
い
た
末
、
成

　

瀬
は
畑
違
い
の
警
察
音
楽
隊
に
異
動

　

を
命
じ
ら
れ
る
の
だ
っ
た…

。
阿
部

　

寛
主
演
。

日
時　

５
月
21
日
㈫
午
後
２
時
半
〜
同

　

４
時
半

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

多
目
的
室

定
員　

20
名
（
無
料
、
先
着
申
込
順
）

申
込
先　

文
化
交
流
課 

文
化
推
進
室

　

☎
82-

４
２
４
５

NEW YORK JAZZ EXPRESSWAY

青
少
年
音
楽
交
流
演
奏
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ジ
ャ
ズ
指
導

者
（
演
奏
家
）
で
あ
り
、
東
川
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
青
森
善
雄
氏
と
、
所
属
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ャ

ズ
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
ウ
ェ
イ
の
メ
ン
バ

ー
４
名
を
招
き
、
今
年
で
６
回
目
と
な

る
音
楽
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。
演
奏

会
で
は
ジ
ャ
ズ
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

小
・
中
・
高
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演

奏
も
。
プ
ロ
の
指
導
に
よ
り
一
段
と
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
子
ど
も
た
ち
の
演
奏

も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
30
日
㈭
午
後
６
時
半
〜

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 

講
堂

チ
ケ
ッ
ト　

２
５
０
０
円
（
高
校
生
以

　

下
無
料
・
要
整
理
券
）

販
売
店　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

文
化
交

　

流
課
、
道
草
館
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

　

な
が
さ
わ
（
西
町
１-

１-

１
）

問
合
せ　

文
化
交
流
課 

交
流
推
進
室

　

☎
役
場 

内
線
７
３
１

町
内
団
体
か
ら

東
川
子
育
て
応
援
サ
ロ
ン 
く
ら
し
の
森

　

子
育
て
、
１
人
で
頑
張
り
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？ 

子
育
て
の
悩
み
や
頑
張

り
を
共
有
し
な
が
ら
、
一
緒
に
子
育
て

を
楽
し
み
、
成
長
し
合
え
る
日
々
を
応

援
す
る
サ
ロ
ン
で
す
。
（
無
料
、
申
込

不
要
）

日
時
・
場
所　

各
日
午
前
10
時
〜
正
午

　

①
５
月
１
日
㈬
：
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ　

　

②
同
８
日
㈬
：
キ
ト
ウ
シ
の
森　

③

　

同
15
日
㈬
：
羽
衣
公
園　

④
６
月
５

　

日
㈬
：
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ　

⑤
同
12
日

　

㈬
：
羽
衣
公
園　

⑥
同
19
日
㈬
：
キ

　

ト
ウ
シ
の
森　

問
合
せ　

く
ら
し
の
森

　

Instagram:kurashinomori2018

大
人
も
愉
し
む
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会

　

カ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
ス
、
オ
セ
ロ
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊
び

ま
せ
ん
か
？
お
す
す
め
ボ
ド
ゲ
の
持
ち

込
み
も
OK
！
初
め
て
の
方
も
経
験
者
も

大
歓
迎
で
す
。
（
無
料
、
申
込
不
要
）

日
時　

５
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
各
日
午

　

後
５
時
〜
同
７
時

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

多
目
的
室

問
合
せ　

東
川
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会

　

higashikawabodoge@gmail.com

森
つ
く

　

四
季
折
々
の
森
の
表
情
を
感
じ
な
が

ら
、
薪
割
り
や
森
の
散
策
な
ど
を
行
い

ま
す
。
お
一
人
で
も
、
家
族
で
の
参
加

も
歓
迎
で
す
。

日
時　

５
月
18
日
㈯
・
６
月
15
日
㈯
各

　

日
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

キ
ト
ウ
シ
の
森

活
動
費　

大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も　

　

（
年
少
〜
大
学
生
）
１
０
０
円
、
保

　

険
代
込

問
合
せ　

大
雪
山
自
然
学
校

　

☎
82-

６
５
０
０

第
76
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

５
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
各
日
午

　

前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

キ
ト
ウ
シ
の
森

問
合
せ　

同
実
行
委
員
会
（
東
川
振
興

　

公
社
内
）
☎
82-

２
６
３
２

▼
町
営
バ
ス
臨
時
便
（
道
の
駅
「
道
草

　

館
」
〜
キ
ト
ウ
シ
の
森
臨
時
バ
ス
停
）

片
道
乗
車
料
金　

大
人
１
５
０
円
、
小

　

人
70
円
（
町
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）

問
合
せ　

都
市
建
設
課

　

☎
役
場 

内
線
２
４
２

▲申込先

▲大雪山自然学校
　HPなど
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・

・
・
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・
・
・
・
・
・
・

町
外
団
体
か
ら

自
衛
官
候
補
生
の
募
集

　

次
の
日
程
で
募
集
し
ま
す
。
旭
川
駐

屯
地
に
あ
る
志
願
票
に
記
入
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間　

通
年

試
験
日　

６
月
９
日
㈰
・
10
日
㈪
の
う

　

ち
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用

　

予
定
月
の
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
33

　

歳
未
満
の
男
女

問
合
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

　

南
地
区
隊　

☎
55-

０
１
０
０

自
動
車
税
種
別
割
を
忘
れ
ず
に

納
期
限　

５
月
31
日
㈮

納
税
通
知
書
の
発
付
日　

５
月
７
日
㈫

　

届
か
な
い
場
合
は
札
幌
道
税
事
務
所

　

ま
で
。

納
税
方
法　

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
「
地
方
税
お
支

　

払
サ
イ
ト
」
を
利
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ

　

ュ
レ
ス
納
税
も
可
能
で
す
。

問
合
せ　

上
川
総
合
振
興
局 

納
税
課

　

☎
46-

５
１
０
０

　

札
幌
道
税
事
務
所 

自
動
車
税
部　

　

☎
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９
０

ニ
ュ
ー
ス

２
人
と
６
団
体
を
善
行
表
彰
、
町
内
１
人

を
自
治
功
労
表
彰

　

３
月
18
日
、
第
１
回
町
議
会
議
場
に

て
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
各
種
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

　

町
に
多
大
な
寄
付
を
い
た
だ
い
た
内

藤
真
一
郎
さ
ん
（
千
葉
県
浦
安
市
）
、

後
藤
和
寛
さ
ん
（
東
京
都
渋
谷
区
）
、

㈱
バ
リ
ュ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
（
佐
藤
明

代
表
取
締
役
・
東
京
都
中
央
区
）
、
Ｓ

Ａ
Ｔ
Ｏ
社
会
保
険
労
務
士
法
人
（
佐
藤

良
雄
代
表
・
札
幌
市
）
、
㈱
ホ
リ
プ
ロ

（
菅
井
敦
代
表
取
締
役
社
長
・
東
京
都

目
黒
区
）
、
㈱
レ
ス
プ
ワ
ー
ル
（
山
本

卓
也
代
表
社
員
・
東
京
都
港
区
）
、
ク

ロ
ス
プ
ラ
ス
㈱
（
山
本
大
寛
代
表
取
締

役
社
長
・
愛
知
県
名
古
屋
市
）
、
三
菱

地
所
㈱
（
中
島
篤
執
行
役
社
長
・
東
京

都
千
代
田
区
）
を
善
行
表
彰
し
ま
し
た

（
㈱
バ
リ
ュ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
、
Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｏ
社
会
保
険
労
務
士
法
人
、
㈱
ホ
リ
プ

ロ
以
外
へ
は
後
日
伝
達
）
。

　

ま
た
、
町
議
会
議
員
と
し
て
満
12
年

以
上
勤
務
し
た
者
に
贈
る
自
治
功
労
表

彰
を
、
元
東
川
町
議
会
議
員
・
安
原
芳

博
氏
に
贈
り
ま
し
た
。
安
原
氏
は
、
２

０
１
１
（
平
成
23
）
年
か
ら
故
人
と
な

ら
れ
た
今
年
１
月
ま
で
、
３
期
12
年
と

10
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
議
会
議

員
と
し
て
東
川
町
発
展
の
た
め
、
多
大

な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

東
川
町
文
化
奨
励
賞
に
西
脇
日
菜
さ
ん

　

３
月
19
日
、
町
教
委
が
改
善
セ
ン
タ

ー
で
令
和
５
年
度
東
川
町
文
化
奨
励
賞

授
賞
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
の
は
北
海
道
芸
術
デ

ザ
イ
ン
専
門
学
校
の
西
脇
日
菜
さ
ん
。

西
脇
さ
ん
は
「
今
回
の
受
賞
で
あ
ら
た

め
て
書
道
の
魅
力
に
気
付
き
ま
し
た
。

今
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方

に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
、
い
っ
そ
う

活
動
に
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後

の
抱
負
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

小
学
４
年
生
か
ら
書
道
を
始
め
、
高
校

２
年
生
か
ら
は
美
術
部
に
も
入
部
し
兼

部
で
所
属
。
現
在
は
北
海
道
芸
術
デ
ザ

イ
ン
専
門
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
書
道

と
美
術
の
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て
多

く
の
作
品
展
に
出
品
。
書
道
で
は
第
23

回
高
校
生
国
際
美
術
展
書
の
部
に
お
い

て
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
美
術

で
は
第
34
回
有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵

画
展
に
て
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
２
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
残
し

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
書
道
と
美
術
に
て
数
多
く
の

作
品
展
に
出
品
を
し
て
い
る
西
脇
さ
ん
。

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
！

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

商
工
会
女
性
部
か
ら
「
新
一
年
生
に
」
と

寄
付

　

３
月
26
日
、
町
商
工
会
女
性
部
（
平

田
そ
の
え
部
長
）
よ
り
、
小
学
新
１
年

生
の
入
学
の
お
祝
い
と
し
て
町
教
育
委

員
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
で
新
一
年
生
の
教
材
購
入

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

旭
東
林
産
協
同
組
合
よ
り
寄
付

　

３
月
28
日
、
旭
東
林
産
協
同
組
合

（
南
町
２
、
佐
々
木
斉
理
事
長
）
よ
り
、

教
育
分
野
へ
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

学
び
舎
ひ
が
し
か
わ
開
講
式

　

３
月
23
日
、
令
和
６
年
度
学
び
舎
ひ

が
し
か
わ
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
学
び
舎
ひ
が
し
か
わ
の
進
路
・

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ミ

ラ
イ
ズ
」
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
一
つ

「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
塾
生
、
保
護
者
、
公
設

塾
講
師
（
大
学
生
）
が
年
齢
、
性
別
、

肩
書
を
超
え
て
、
お
互
い
の
感
情
や
価

値
観
、
考
え
方
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

「
初
対
面
の
人
も
い
た
け
れ
ど
、
自

分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
楽

し
く
話
せ
た
自
分
に
驚
い
た
（
塾
生
）
」

「
マ
イ
ナ
ス
な
印
象
を
も
っ
て
い
た
テ

ー
マ
だ
っ
た
け
れ
ど
、
違
っ
た
視
点
か

ら
意
見
が
も
ら
え
て
考
え
方
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
塾
生
）
」
「
世

代
を
超
え
て
意
見
を
出
し
合
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
で
は
思
い
つ
か
な

い
発
想
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
保
護
者
）
」
「
自
分
に
つ
い
て
感
情

や
価
値
観
を
言
葉
に
置
き
換
え
る
経
験

が
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
を
知
る
き
っ

▲左から小石泰雅氏（㈱バリュークリエイト）、小野寺ひとみ常
務（ＳＡＴＯ社会保険労務士法人）、佐藤哲也メディアプロモー
ション部長（㈱ホリプロ）、安原裕貴氏（安原芳博氏代理）

同
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か
け
に
な
り
、
有
意
義
な
時
間
で
し
た

（
保
護
者
）
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新

た
な
気
付
き
を
得
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
な
り
ま
し
た
。
学
び
舎
ひ
が
し
か

わ
で
は
学
習
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
こ
の

よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
構
成
し
た

「
ミ
ラ
イ
ズ
」
と
い
う
進
路
・
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、

生
徒
た
ち
が
自
ら
の
進
路
を
切
り
拓
い

て
ゆ
く
力
を
育
み
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

豊
作
願
う 

北
海
道
米
播
種
祭

　

４
月
11
日
、
JA
ひ
が
し
か
わ
（
牧
清

隆
組
合
長
）
が
㈱
東
川
農
業
振
興
公
社

（
西
２
号
北
18
）
に
て
北
海
道
米
播
種

（
は
し
ゅ
）
祭
を
催
行
し
ま
し
た
。

　

東
川
町
に
北
海
道
神
宮
唯
一
の
神
饌

田
（
し
ん
せ
ん
で
ん
、
神
事
で
用
い
る

米
を
作
る
田
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

年
の
豊
作
と
農
作
業
の
安
全
を
願
っ
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
祭
事
で
は
ゆ

め
ぴ
り
か
・
き
た
く
り
ん
・
な
な
つ
ぼ

し
と
、
酒
米
の
彗
星
・
き
た
し
ず
く
の

計
５
品
種
を
奉
納
し
、
菊
地
伸
町
長
と

梶
畑
直
敏
農
業
委
員
会
長
ら
農
業
関
係

代
表
５
名
が
作
付
け
米
の
種
も
み
が
ま

か
れ
た
ポ
ッ
ト
育
苗
箱
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
に
敷
設
し
ま
し
た
。
菊
地
町
長
は

「
東
川
は
今
年
開
拓
１
３
０
周
年
を
迎

え
る
。
農
業
の
発
展
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
今
の
東
川
が
あ
り
、
東
川
米
は
今
や

全
国
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
米
と
な
っ
た
。

生
産
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
努

力
に
敬
意
を
表
し
た
い
」
、
牧
組
合
長

は
「
昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
り
、

農
産
物
の
収
量
品
質
と
も
に
大
き
な
被

害
を
受
け
た
年
と
な
っ
た
。
本
年
は
豊

穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）
な
秋
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
祈
念
し
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
が

事
故
や
怪
我
無
く
、
健
康
で
営
農
で
き

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。
今

後
は
、
春
の
北
海
道
神
宮
神
饌
田
御
田

植
祭
（
田
植
え
）
、
秋
の
抜
穂
祭
（
収

穫
）
の
季
節
へ
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
交
通
安
全
祈
願
祭

　

４
月
11
日
、
東
川
町
交
通
安
全
協
会

（
平
川
和
彦
副
会
長
＝
写
真
＝
）
が
春

の
交
通
安
全
祈
願
祭
を
催
行
し
ま
し
た
。

町
内
団
体
の
代
表
や
学
校
長
ら
が
一
堂

に
会
し
、
今
年
の
交
通
安
全
を
祈
願
。

菊
地
町
長
は
「
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を

含
め
町
内
も
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
て
き
て

い
て
、
お
子
さ
ん
の
数
も
増
え
る
。
こ

の
あ
と
、
農
作
業
が
本
格
化
し
観
光
シ

ー
ズ
ン
も
迎
え
て
交
通
量
が
多
く
な
る
。

一
致
団
結
し
て
交
通
安
全
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
」
、
平
川
副
会
長
は
「
東
川

町
は
、
本
日
で
３
６
３
１
日
と
な
り
ま

し
た
。
交
通
安
全
に
よ
り
命
を
守
る
こ

と
は
、
町
民
全
員
の
願
い
。
こ
こ
最
近

暖
か
い
日
が
続
き
道
路
状
況
も
良
く
な

り
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
走
る
車
両
が

目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
気

を
引
き
締
め
、
交
通
安
全
運
動
を
継
続

し
た
い
」
と
、
無
事
故
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

新
入
学
の
春
、
交
通
事
故
に
気
を
付
け
て

　

４
月
12
日
か
ら
、
東
川
小
学
校
を
皮

切
り
に
、
町
内
の
各
小
学
校
で
交
通
安

全
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
春
の

入
学
時
期
に
合
わ
せ
、
東
川
町
交
通
安

全
協
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　

東
小
で
実
施
し
た
当
日
は
雨
模
様
。

小
学
校
の
体
育
館
に
信
号
機
を
設
置
し
、

横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
実
践
。
新

一
年
生
は
ま
だ
慣
れ
な
い
様
子
で
、
見

守
っ
て
い
る
交
通
安
全
指
導
員
や
警
察

官
に
教
わ
り
な
が
ら
、
左
右
を
確
認
し

て
手
を
あ
げ
て
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
子
ど
も

の
急
な
飛
び
出
し
な
ど
に
十
分
に
注
意

し
た
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ビ
ル
マ
の
竪
琴
朗
読
劇

　

３
月
24
日
、
改
善
セ
ン
タ
ー
で
朗
読

劇
『
合
唱
に
よ
る
和
解
〜
「
ビ
ル
マ
の

竪
琴
」
』
を
公
演
し
ま
し
た
。
今
回
は

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
の
公
演
か
ら

二
度
目
の
公
演
と
な
り
ま
す
。
第
二
次

世
界
大
戦
の
ビ
ル
マ
の
戦
場
（
現
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
が
舞
台
の
、
終
戦
前
後
の
旧

日
本
兵
の
物
語
。
故
・
竹
山
道
雄
（
評

論
家
・
文
学
者
・
小
説
家
）
が
書
い
た

児
童
向
け
作
品
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
を

原
作
に
伊
藤
玄
二
郎
氏
（
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
・
星
槎
大
学
教
授
、
鎌
倉
市
在
住
）

が
演
出
・
脚
本
し
た
作
品
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▲入塾や個別説明
会を希望する方はこ
ちら
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各種大会成績各種大会成績
【競技スキー】
◆第47回丘のまちびえい宮様国際ス
キーマラソン（2月18日・美瑛町）
▼〔1位〕藤崎知紀

【クロスカントリースキー】
◆第78回国民スポーツ大会（2月23日
・上山市）
▼〔1位〕吉田圭伸（＝写真中央＝）

美
唄
市
よ
り
派
遣
の
榎
本
さ
ん
、
長
祖
さ

ん
任
期
満
了
―
美
唄
と
東
川
の
縁
を
大
切

に
　

３
月
29
日
、
美
唄
市
役
所
か
ら
東
川

町
役
場
へ
出
向
に
来
て
い
た
だ
い
て
い

た
２
名
が
美
唄
市
へ
戻
ら
れ
ま
し
た
。

　

榎
本
朱
峰
さ
ん
は
、
２
年
の
間
に
東

川
ス
タ
イ
ル
課
と
文
化
交
流
課
で
主
に

映
画
「
カ
ム
イ
の
う
た
」
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
担
当
。
全
国
60
館
で
上
映
と

な
り
、
現
在
も
上
映
中
で
す
（
既
に
上

映
終
了
し
た
映
画
館
も
あ
り
ま
す
。
シ

ネ
プ
レ
ッ
ク
ス
旭
川
で
は
５
月
17
日
㈮

か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
上
映
が
決
定
！
）
。

　

長
祖
慎
司
さ
ん
は
11
か
月
間
経
済
振

興
課
に
勤
務
。
お
試
し
移
住
体
験
や
移

住
相
談
ツ
ア
ー
の
企
画
〜
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
東
川
町
へ
の
移
住

に
つ
な
が
っ
た
方
も
。
「
対
話
」
か
ら

町
の
新
た
な
仲
間
を
作
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

退
任
時
に
、
榎
本
さ
ん
は
「
東
川
に

は
大
変
だ
っ
た
思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
分
楽
し
い
想
い
出
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
、
長
祖
さ
ん
は

「
東
川
町
で
学
ん
だ
こ
と
を
美
唄
市
で

も
活
か
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も
東
川

町
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
。
美
唄
市
に
戻
ら
れ
て
も
お
二

人
は
ず
っ
と
「
チ
ー
ム
東
川
」
で
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

朗
読
と
歌
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
う
た
の
お
姉

さ
ん
の
田
中
あ
つ
子
さ
ん
（
東
京
音
楽

大
学
声
楽
科
卒
）
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の

高
野
久
美
子
さ
ん
（
東
京
藝
術
大
学
声

楽
科
卒
）
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
倉
本
洋
子

さ
ん
（
国
立
音
楽
大
学
器
楽
学
科
卒
）
、

東
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
20
名
が
コ
ー
ラ

ス
に
加
わ
り
ま
し
た
。
ビ
ル
マ
僧
に
な

っ
た
主
人
公
が
竪
琴
を
か
き
鳴
ら
す
場

面
、
出
家
し
た
く
だ
り
を
説
明
し
た
場

面
で
は
、
目
頭
を
押
さ
え
る
観
客
の
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

淺
野
滉
太
さ
ん
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
で
銀
メ
ダ
ル

　

４
月
３
日
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
２
０
２
４
に
出
場
し
た
淺
野
滉

太
さ
ん
が
菊
地
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、

銀
メ
ダ
ル
獲
得
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
は
知

的
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
成
果
の
発
表
の
場
で
あ

る
競
技
会
を
提
供
し
て
い
る
国
際
的
な

ス
ポ
ー
ツ
組
織
。
淺
野
さ
ん
は
２
月
11

日
に
名
寄
市
で
開
催
さ
れ
た
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
３
㎞
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。
淺
野
さ
ん
は

過
去
に
は
陸
上
で
も
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

「
仕
事
を
や
り
な
が
ら
に
は
な
る
が
、

楽
し
ん
で
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

旭
川
大
雪
ボ
ー
イ
ス
、
全
国
大
会
に
出
場

　

４
月
３
日
、
旭
川
大
雪
ボ
ー
イ
ス
に

所
属
の
東
川
中
学
校
３
年
生
野
球
部
・

加
藤
遙
真
さ
ん
が
、
菊
地
町
長
を
表
敬

訪
問
し
、
全
国
大
会
出
場
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

旭
川
大
雪
ボ
ー
イ
ス
は
今
年
３
月
に

東
京
で
開
催
さ
れ
た
ス
タ
ー
ゼ
ン
カ
ッ

プ
第
54
回
日
本
少
年
野
球
春
季
全
国
大

会
で
準
々
決
勝
ま
で
出
場
し
、
ス
タ
ー

ゼ
ン
社
長
賞
を
受
賞
。
優
勝
候
補
相
手

へ
の
善
戦
に
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
惜
し

み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

社
協
だ
よ
り　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

3
月
11
日
か
ら
4
月
10
日
に
社
会
福

祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

5
南　
　
　
　
　
　

高
井　

邦
正　

様

17　
　
　
　
　
　
　

平
田　

章
洋　

様

18　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

利
子　

様

南
町
１　
　
　
　
　

長
峯
美
枝
子　

様

21　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

久
子　

様

28　
　
　
　
　
　
　

大
石　

久
子　

様

「
く
ら
し
の
相
談
」

　

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、悩

み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
☎
82-

７
５
０
５
、随
時
受
付
）

【
今
月
の
相
談
員
】　村　

田　

節　

子

▲長祖さん▲榎本さん
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こ
の
た
び
の
異
動
で
、
東
川
第
二
小
学

校
よ
り
東
川
小
学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
の
異
動
で
東
川
町
で
の
勤
務
が

４
校
目
と
な
り
ま
し
た
（
東
川
小
学
校
・

東
川
第
一
小
学
校
・
東
川
第
二
小
学
校
・

東
川
小
学
校
）
。
合
計
す
る
と
12
年
と
な

り
、
教
員
生
活
三
分
の
一
を
東
川
で
過
ご

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
ふ
る
さ
と
を

愛
し 

共
生
・
共
和
・
共
栄
の
心
で
未
来

の
社
会
を
創
造
で
き
る 

夢
と
志
を
も
っ

た
人
材
の
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
る
東
川

町
で
、
教
育
の
仕
事
に
引
き
続
き
携
わ
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

東
川
小
学
校
で
は
４
月
８
日
に
入
学
式

を
行
い
、
71
名
の
新
１
年
生
を
迎
え
、
全

校
児
童
４
２
３
名
で
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
校
訓
「
開
拓
す
る
心
」
、
合

い
言
葉
「
力
い
っ
ぱ
い  

さ
あ  

や
ろ
う
」
、

教
育
目
標
「
か
し
こ
く 

や
さ
し
く 

た
く

ま
し
く
」
の
実
現
に
向
け
て
、
精
一
杯
が

ん
ば
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

再
び
、お
世
話
に
な
り
ま
す
！

　
　

東
川
町
立
東
川
小
学
校
長

秋　

保　

利　

弘

　

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
雄
武
町
立
沢
木
小
学
校

よ
り
東
川
町
立
東
川
第
一
小
学
校
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
與
板
博
志
（
よ
い
た
ひ
ろ

し
）
と
申
し
ま
す
。
東
川
町
に
は
、
写
真

と
い
う
文
化
を
通
し
、
世
界
中
の
人
々
に

開
か
れ
た
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
町
、
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
手
厚
い
町
、
そ
し
て
、

国
際
教
育
（
新
教
科
『
グ
ロ
ー
ブ
（
Ｇ
ｌ

ｏ
ｂ
ｅ
）
』
）
を
推
進
し
て
い
る
町
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

東
川
町
に
着
任
し
た
こ
と
に
責
任
の
重
さ

を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
「
東
川
町
教
育

行
政
執
行
方
針
」
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し 

共
生･

共
和･

共
栄

の
心
で
未
来
の
社
会
を
創
造
で
き
る 

夢

と
志
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
」
を
目

指
し
、
保
護
者
・
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
教
職
員
一
同
、
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今

後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　
　

東
川
町
立
東
川
第
一
小
学
校
長

與　

板　

博　

志

　

こ
の
た
び
の
異
動
で
、
越
冬
キ
ャ
ベ
ツ
、

か
ぼ
ち
ゃ
が
特
産
の
和
寒
町
の
和
寒
町
立

和
寒
小
学
校
よ
り
東
川
町
立
東
川
第
二
小

学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
の
下
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
と
す
る
と
と

も
に
、
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た

教
育
を
展
開
し
て
い
る
東
川
町
。
個
人
的

に
も
、
食
事
や
買
い
物
、
観
光
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
何
度
も
訪
れ
て
い
た
東
川
町
。

魅
力
的
な
こ
の
町
に
い
つ
か
住
ん
で
み
た

い
、
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
今
回
、
そ
の
機
会
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
と
て

も
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
本
校
の
教

育
目
標
「
明
日
の
幸
を
め
ざ
す 

た
の
も

し
い
子
ど
も
の
育
成
」
が
達
成
で
き
る
よ

う
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
を

大
切
に
し
、
教
職
員
一
同
、
子
ど
も
た
ち

に
愛
情
を
注
ぎ
な
が
ら
、
精
一
杯
教
育
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
す

　
　

東
川
町
立
東
川
第
二
小
学
校
長

成　

田　

浩　

幸

　

上
川
管
内
の
最
北
に
あ
り
、
新
種
の
恐

竜
化
石
の
産
出
地
と
し
て
も
有
名
な
中
川

町
の
中
川
中
学
校
か
ら
、
こ
の
た
び
の
異

動
に
よ
り
東
川
中
学
校
に
着
任
し
ま
し
た
。

大
雪
山
の
麓
に
広
が
る
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
の
中
で
、
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
と
「
学

力
の
向
上
」
、
「
国
際
教
育
」
を
教
育
の

柱
と
し
、
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

育
成
を
目
指
し
、
世
界
に
開
か
れ
た
子
育

て
・
教
育
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
東

川
町
で
の
勤
務
と
な
り
、
大
き
な
期
待
と

喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
の
教
育
理

念
は
「
子
ど
も
に
と
っ
て
最
大
の
教
育
環

境
は
教
師
自
身
で
あ
る
」
で
す
。
本
校
の

教
育
目
標
で
あ
る
「
輝
か
し
い
未
来
を
築

く
た
く
ま
し
い
子
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
・
協
働

を
図
り
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
「
チ
ー

ム
東
川
」
で
、
生
徒
一
人
一
人
の
よ
さ
や
、

可
能
性
を
伸
ば
す
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
本
校
の
教

育
活
動
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　
　

東
川
町
立
東
川
中
学
校
長

児　

玉　

賢　

一

　

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
帯
広

養
護
学
校
か
ら
東
川
養
護
学
校
に
着
任
し

ま
し
た
。
上
川
管
内
で
の
勤
務
は
、
美
深

高
等
養
護
学
校
教
頭
以
来
、
３
年
ぶ
り
の

勤
務
と
な
り
ま
す
。

　

本
校
は
、
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
に

開
校
し
た
小
、
中
学
部
お
よ
び
高
等
部
を

設
置
す
る
知
的
障
が
い
特
別
支
援
学
校
で

す
。
今
年
度
の
在
籍
者
数
は
、
小
学
部
48

名
、
中
学
部
31
名
、
高
等
部
34
名
と
な
り
、

全
校
児
童
生
徒
は
１
１
３
名
で
す
。

 

こ
れ
ま
で
、
東
川
町
内
の
小
、
中
、
高

校
と
交
流
お
よ
び
共
同
学
習
を
通
じ
て
か

か
わ
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
共
に
活
躍
で
き

る
「
共
生
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
邁
進

（
ま
い
し
ん
）
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
雄
大
な
大
雪
連
峰
の
山
並
み

と
美
田
広
が
る
東
川
町
の
素
晴
ら
し
い
風

景
に
囲
ま
れ
て
、
教
育
実
践
が
で
き
る
こ

と
を
大
き
な
喜
び
に
感
じ
な
が
ら
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
本
校
へ
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

　
　

北
海
道
東
川
養
護
学
校
長

業　

天　

誉　

久

着
任
し
ま
し
た

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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公営住宅等の入居者を募集します 税務住民課

注 意 事 項

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
問 合 せ

／・申込みの際は、必ず東川町公営住宅入居申込案内をご確認ください（税務住民課住民室で配布）。
　・入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当す
　　る場合は入居できません。
　・室内・室外でペット飼育は認められません。
　・ここに記載の家賃は、この住宅の最高家賃ではありません。長期間居住され所得が増えた場合には、家
　　賃が最大10万円を超える場合があります。
　・災害などにより緊急的に移転が必要になった場合、住宅の募集を取りやめる場合がありますのでご了承
　　ください。
／入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
／５月末　※原則期限までに入居手続きを完了することが要件となっています。
／家賃の３か月分
／入居者が家賃滞納などをした際に、代わって弁済することが可能な程度の定期的な収入がある方２人。
／税務住民課 住民室　☎82－2111（内線115・116）

●公営住宅

入
居
資
格

１．原則、同居または同居しようとする親族がいる方
　　※60歳以上、障害者手帳の所持者、生活保護受給者など単身で申し込める場合があります。
　　※不自然な合体・分離をした世帯については、申し込むことはできません（DV被害者を除く）。
　　※婚約者（6か月以内に入籍）および内縁関係にある者を同居者とすることも可能です。
　　※パートナーシップ宣誓書受領証などの交付を受けている方のパートナーは、配偶者と同じ取り扱いとします。
２．町内会への入会および町内会費の納入ができる方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
　　※ただし、次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
　　　・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合 ・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
　　　・精神障がい等級1級から3級までの方がいる場合 ・知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　　※上記以外にも要件がありますので、お問い合わせください。

そ　の　他戸数、家賃 建築年、構造、設備等住　所募集団地

③
・1戸
・1階3LDK（70.6㎡）
・21,600円～32,200円

・1989（平成元）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

西町1丁目20番清流東団地A4
・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。

②
・1戸
・1階3LDK（66.56㎡）
・20,600円～30,700円

・1987（昭和62）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

西町1丁目19番清流東団地A3
・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。

⑤
・1戸
・1階1LDK（60.65㎡）
・21,700円～32,300円

・2018（平成30）年
・木造平屋建て
　（ロフト付き）
・物置、駐車場1台

南町1丁目14番南町1丁目団地
B1

・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。

・調理器（ガス）、灯油暖房機（FF式）、網戸は各自用
　意。

・1戸
・1階3DK（59.74㎡）
・12,700円～19,000円

・1979（昭和54）年
・木造平屋建て
・駐車場1台

南町1丁目7番① 南団地A3

5月1日㈬～5月15日㈬受付期間 税務住民課 住民室受付場所
公営住宅5戸、特定公共賃貸住宅1戸　計6戸募集戸数
１．入居申込書　　２．住宅等状況申告書　　３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴
収票など）　　４．地方税の滞納が無い事を証明する書類　　５．世帯全員分の住民票（町外の方の
み）※本籍地の表示は不要　　６．その他必要と認める書類　　７．印鑑
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。
※３の書類は、前年と申込時点とで職場が変わっている場合、新しい職場の給与証明が必要となります。詳細は
　お問い合わせください。
※申込みの際には、必ず「公営住宅入居申込案内（申込前に読むしおり）」をご確認ください。
※下線のついている書類は、税務住民課住民室に用意してあります。

お申し込みに
必要なもの

北団地A2 北町3丁目10番④
・1戸
・1階3LDK（76.41㎡）
・24,100円～35,800円

・1991（平成3）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

・調理器（ガス）、灯油暖房機、照明設備、網戸は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。

戸数、家賃 建築年、構造、設備等場　　所募集団地 そ　の　他
●特定公共賃貸住宅

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
２．町内会への入会および町内会費の納入ができる方
※詳細はお問い合わせください。

①
・1戸
・2階3LDK（80.93㎡）
・50,300円～107,900円

・1998（平成10）年
・耐火構造２階建て
・物置、駐車場１台

南町1丁目7番南団地B2
・調理器（ガス）は各自用意。
・自治会管理の共同灯およびポンプ電気代、除雪費
　用が別途かかります。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
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・
・
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・
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・
・
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・
・
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・
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伝
統
的
な
医
学
が
扱
う
理
論
で
は
、

病
気
と
い
う
も
の
は
検
査
に
よ
っ
て

原
因
が
診
断
さ
れ
、
原
因
を
除
去
す

れ
ば
、
病
気
は
治
療
で
き
る
と
い
う

生
物
医
学
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
い
ま

し
た
。
１
９
７
７
年
に
精
神
科
医
の

エ
ン
ゲ
ル
と
い
う
人
が
生
物
・
心
理

・
社
会
（Bio-Psycho-Social

）

モ
デ
ル
に
よ
り
、
分
子
レ
ベ
ル
か
ら

生
物
個
人
、
集
団
か
ら
社
会
環
境
ま

で
を
階
層
化
し
、
人
の
心
や
社
会
と

の
関
わ
り
な
ど
も
病
気
に
影
響
を
与

え
る
と
い
う
理
論
を
提
唱
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
視
点
は
ま
だ
ま
だ
医

師
中
心
の
方
法
で
し
た
。

　

患
者
中
心
の
医
療
の
方
法
は
、
ウ

エ
ス
タ
ン
オ
ン
タ
リ
オ
大
学
（
カ
ナ

ダ
）
の
家
庭
医
療
学
講
座
の
故
イ
ア

ン
・
マ
ク
ウ
ィ
ニ
ー
博
士
と
モ
イ
ラ

・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
氏
ら
に
よ
っ
て
研

究
・
開
発
さ
れ
、
１
９
９

５
年
に
出
版
。
現
在

も
発
展
を
続
け
、

２
０
２
４
年
３

月
に
は
第
４

版
が
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
患

者
側
の
経
験
や

感
情
な
ど
の
関
わ

り
、
治
療
な
ど
の
意

思
決
定
の
際
、
患
者
と
医

師
の
力
関
係
な
ど
を
よ
り
平
等
に
す

る
方
法
、
患
者
が
病
気
の
経
験
を
物

語
り
癒
さ
れ
て
い
く
（
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
）

医
療
に
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
こ
の
患
者
中
心
の
医
療
の

方
法
と
い
う
手
法
が

診
療
の
ア
プ
ロ

ー
チ
と
し
て

優
れ
て
い

る
と
い
う

こ
と
で
、

日
本
語
に

も
翻
訳
さ

れ
、
医
学
教

育
の
中
に
も

一
部
取
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

４
つ
の
構
成
要
素

　

患
者
中
心
の
医
療
の
方
法
は
４
つ

の
構
成
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。

　

第
１
の
構
成
要
素
は
、
健
康
、
疾

患
、
病
気
の
経
験
を
探
る
。
健
康
と

は
、
個
人
の
健
康
観
と
健
康
が
意
味

す
る
も
の
、
そ
し
て
望
む
人
生
を
送

る
た
め
の
能
力
を
包
含
す
る
概
念
と

と
ら
え
ま
す
。
疾
患
と
は
、
診
察
や

検
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
身
体

的
、
精
神
的
異
常
や
障
害
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
病
気
と
は
体

調
不
良
に
つ
い
て
の
個
人
的
か
つ
主

観
的
な
経
験
や
感
情
、
考
え
（
解
釈
）

と
疾
患
に
よ
り
変
化
し
た
機
能
の
こ

と
で
す
。
従
来
の
医
療
は
、
疾
患
の

診
断
と
治
療
に
重
き
を
置
き
、
個
人

の
健
康
と
病
気
の
経
験
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
き
た
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
の
構
成
要
素
は
、
全
人
的
に

理
解
す
る
。
人
間
が
成
長
、
発
達
す

る
各
段
階
で
生
じ
る
多
く
の
課
題
、

予
測
さ
れ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
危

機
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か
、
ま

た
、
家
族
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
、
教

育
、
労
働
、
経
済
、
社
会
的
支
援
、

地
域
や
行
政
、
社
会
情
勢
や
文
化
の

影
響
な
ど
も
無
視
で
き
な
い
要
素
に

な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、

個
人
的
背
景
が
健
康
観
や
病
気
に
与

え
る
影
響
を
考
慮
し
ま
す
。

　

第
３
の
構
成
要
素
、
共
通
の
理
解

基
盤
を
見
い
だ
す
。
こ
れ
ま
で
の
対

話
と
理
解
に
基
づ
い
て
、
①
問
題
を

定
義
す
る
、
②
治
療
の
ゴ
ー
ル
と
優

先
順
位
を
確
立
す
る
、
③
患
者
と
医

療
者
の
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
受
け

る
役
割
を
定
義
す
る
。
さ
ら
に
、
健

康
増
進
や
疾
病
予
防
の
た
め
の
方
法

を
検
討
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

第
４
の
構
成
要
素
は
、
患
者―

医

師
関
係
を
強
化
す
る
。
よ
い
家
庭
医

と
の
関
わ
り
は
、
継
続
し
た
人
間
関

係
に
よ
っ
て
病
気
の
と
き
だ
け
で
な

く
、
健
康
診
断
や
予
防
、
介
護
、
看

取
り
へ
と
生
涯
続
い
て
い
き
ま
す
。

医
療
者
も
同
時
に
病
気
を
経
験
し
、

老
い
、
引
退
す
る
ま
で
の
間
、
人
間

関
係
を
維
持
し
な
が
ら
成
長
し
続
け

ま
す
。

　

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
医
療
の

仕
組
み
に
お
い
て
、
患
者
中
心
の
医

療
の
方
法
が
、
標
準
的
な
方
法
と
な

り
定
着
す
る
ま
で
に
は
、
長
い
時
間

が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ

で
す
が
、
当
院
で
地
域
医
療
を
学
び

に
来
る
研
修
医
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第70回

ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座

町
立
診
療
所
副
所
長　

古  

川  

倫  

也

　

家
庭
医
療
の
専
門
研
修
を
受
け
て
い
た
研
修
医
時
代
か
ら
学
び
続
け
て
い
る
理
論
の
一
つ
が
、
患
者

中
心
の
医
療
の
方
法
（P

atient-C
entered C

linical M
ethod

）
で
す
。
よ
く
医
療
機
関
の
理
念

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
患
者
―
医
療
者
双
方
が
納
得
し
、
満
足
で
き
る
医
療

が
提
供
で
き
る
方
法
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
は
医
師
の
み
な
ら
ず
、
医
療
に
携
わ
る
す
べ
て
の

人
が
学
ん
で
ほ
し
い
エ
ッ
セ
ン
ス
で
す
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

患
者
中
心
の
医
療
の
方
法

こ
れ
か
ら
の
医
療
者
に
は
必
須
の
ス
キ
ル

患
者
中
心
の
医
療
の
方
法

こ
れ
か
ら
の
医
療
者
に
は
必
須
の
ス
キ
ル

参
考
文
献
：
患
者
中
心
の
医
療
の
方
法 

原
著
第
３
版
／
葛
西
龍
樹
（
監
訳
）
／
羊
土
社
／
２
０
２
１
年
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問合せ　大雪地区広域連合　国民健康保険対策室　☎82－3697
　　　　役場　保健福祉課　保健指導室　☎82－2111（内線504～507）

申込方法

集団健診 個別健診

保健福祉課 直接
医療機関へ

４月末
（本年度は 桃色 ）

町内と旭川市内の
医療機関

（受診券に同封する実施　
　　医療機関リスト参照）

・特定健診受診券
・国民健康保険証
・健診費用（500円）

受診券送付時期
（大雪地区広域連合から送付） 医療機関 持ち物

その他
26.7%

自殺
1.4%

不慮の事故
2.8%

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
3.0
%

肺炎
4.7% 老衰

11.4%

高血圧性疾患 0.7%
糖尿病 1.0%

腎不全 2.0%

脳血管疾患 6.8%

心疾患
14.8%

悪性新生物
24.6%

死亡総数に占める生活習慣病の割合

厚生労働省「令和4（2022）年人口動態統計」より

死
因
の
半
数
以
上
は
生
活
習
慣
病

特定健診・特定保健指導のご案内
～ 国民健康保険に加入されている30歳から74歳の方へ ～

特定健診・特定保健指導のご案内
～ 国民健康保険に加入されている30歳から74歳の方へ ～

特定健診・特定保健指導のご案内
～ 国民健康保険に加入されている30歳から74歳の方へ ～

●特定健診とは？
　特定健診・特定保健指導は、生活習
慣病の発症予防・重症化予防に重点を
おいた予防活動です。
　日本人の死因は約半数が生活習慣病
です（右図）。
　特定健診は、そのうち半数以上にあ
たる動脈硬化性疾患（心疾患、脳血管
疾患、腎不全）を予防することを目的
としています。
　大雪地区広域連合では、基本的な健
診項目に加えて心電図検査・貧血検
査・腎機能検査等を独自に追加してい
ます。詳しい検査をすることで腎疾患
や心疾患などの病気とその予備群の方
を早期に発見することができ、治療へ
とつながります。
　対象年齢も国の基準である40歳以
上から30歳以上に 拡大しています。
　30歳の誕生日から受診できますので、年1回必ず受診しましょう!
　

●健診の受診方法は？
　

●受診のポイントと健診結果について
▶国保以外の医療保険に加入している方は、加入している医療保険者または職場から案内があり
　ます。

▶健診結果の経年変化を把握するために、毎年必ず受診し、結果は保管しておきましょう。

▶職場などで特定健診と同様の健診を受けている方は、特定健診を受ける必要はありません。
　その場合は、健診結果の写しを役場 保健福祉課にご持参ください。提供していただいた内容
　は、ご本人への結果説明や保健事業に活用させていただきます。

▶町内医療機関で定期的に通院している方は、特定健診の必須項目に合致しているデータがあれ
　ばそのデータを利用し、不足分の検査のみを追加実施することで特定健診としてみなすことが
　でき、今後の健康づくりに役立てることができます。追加検査分の自己負担はありません。
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大雪地区広域連合からのお知らせ

問合せ　大雪地区広域連合事務局（東川町保健福祉センター内）　☎82－3697

一 般 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

合　　計

会 計 区 分 予算額

14億2,026万円

34億2,792万円

37億4,529万円

9億7,942万円

95億7,289万円

前年対比

98.5％

100.1％

100.2％

104.1％

100.3％

うち東川町負担額

2,250万円

1億3,742万円

9,944万円

1億5,688万円

4億1,624万円

大雪地区広域連合 令和6年度 予算概要大雪地区広域連合 令和6年度 予算概要大雪地区広域連合 令和6年度 予算概要
　3月21日、美瑛町議会議場で第1回大雪地区広域連合議会を開き、一般会計と3特別会計（介
護保険・国民健康保険・後期高齢者医療）の4会計について令和6年度予算が決定しました。予算
は住民福祉の視点と事務の効率化を基調として、一般会計、特別会計を合わせて95億7,289万
円（特別会計繰出金を除く実質は82億3,968万円）となりました。

【一般会計】
　議会費、派遣職員等の人件費、一般管理経費、障害支援区分審査会経費、監査委員費が実質的
な経費となっているほか、各会計への繰出金が9割を占めています。

【介護保険特別会計】
　認定調査などの一般管理経費、介護認定審査会経費、保険給付費による大きく3つの会計から
なります。
　要介護認定は、20名の審査会委員により毎週1回審査会を開催します。介護保険料は、令和6
年度から第9期介護保険事業計画の1年目となり、第5段階である標準的な年額保険料は7万6,800
円（月額6,400円）です。
　今後とも、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らし続けられるよう、介護予防事業において
は「介護予防・日常生活支援総合事業」を推進します。

【国民健康保険特別会計】
　国民健康保険は北海道が責任主体となり財政運営し、大雪地区広域連合では国保制度を支える
ために必要な国保事業納付金等を計上しています。
　保険料は、所得の申告が終わったばかりであるため、具体的な計算をまだ行えない状況です。
マイナ保険証の稼働や道内保険料率の標準化を見据え、本年度も、医療費適正化特別対策事業、
収納率向上対策特別事業、特定健診および特定保健指導を引き続き実施します。

【後期高齢者医療特別会計】
　後期高齢者医療制度は北海道後期高齢者医療広域連合が主に運営し、大雪地区広域連合では運
営に関する必要見込額を計上しています。
　大雪地区広域連合では申請や被保険者証の交付、保険料の徴収事務を行います。制度を円滑に
実施するため、関係機関と連携を図りながら進めていきます。

令和6年度 大雪地区広域連合予算
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